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活
動
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改
良
法
導
入

の
意
図
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!

明
治
二
0
年
代
長
野
県
に
お
け
る
勧
業
施
策
の一
つ
の
特
徴
は、
岡
県
が
老
農
農
法
導
入
の
「
後
発

県」
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、
こ
と
稲
作
改
良
策
に
限っ
て
は、
当
時
の
県
知
事、
県
勧
業
吏
員

や
地
元
老
農
た
ち
に
よ
る
支
持
を
背
景
に、
勧
農
社
実
業
教
師
を
そ
の
中
心
に
据
え、
林
遠
里
稲
作
改

良
法
の
指
導
伝
習
に
あ
た
ら
せ
た
こ
と
に
あっ
た。

本
章
で
は、
ま
ず、
長
野
県
で
の
勧
農
社
実
業
教
師
た
ち
の
活
動
を
具
体
的
に
再
現
し、
次
に
長
野

県
で
彼
ら
を
受
け
入
れ、
改
良
法
を
普
及
し
よ
う
と
し
た
意
図
を
明
ら
か
に
す
る。
さ
ら
に、
改
良
法

を
構
成
す
る一
つ
の
技
術
で
あ
っ
た
馬
耕
の
普
及
が
そ
の
意
図
か、り
し
て
長
野
県
で
は
特
に
重
要
な
課

題
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら、
こ
の
導
入
普
及
の
過
程
を
考
察
す
る。

第一
節
勧
農
社
実
業
教
師
の
轄
用
と
彼
ら
の
活
動

林
遠
里
稲
作
改
良
法
導
入
の
流
れ

長
野
県
で
は、
明
治
二
五
年
(一
八
九
二)
か
ら
県
の
勧
業
施
策
の一
つ
と
し
て
稲
作
改
良
に
着
手

す
る
こ
と
に
な
っ
た。
当
時
各
府
県
で
の
実
績
を
ふ
ま
え
て
林
遠
里
稲
作
改
良
法
の
導
入
を
決
定
し、
一

そ
の
た
め
に
勧
農
社
実
業
教
師
原
田
勝
三
郎
を
碍
用
し、
県
農
商
係
員
雇
清
水
三
男
熊
を
監
督
と
し
て、
9

同
年
五
月
に
小
県・
更
級・
埴
科・
上
高
井・
上
水
内
の
五
郡
に
四
O
数
カ
所
の
試
験
田
を
設
置
し、
げ

原
田
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
の
試
験
人
を
監
督
指
導
す
る
と
い
う
形
で
ス
タ
ー
ト
し
がP

試
験
田
で
は
改
良
法
と
在
来
法
が
比
較
試
作
さ
れ、
同
年
は
改
良
作
が
玄
米
量
で
反
当
二
斗
五
升
六

合
三
勺
増
に
と
ど
ま
っ
た。
そ
の
理
由
と
し
て、
改
良
法
の
着
手
が
五
月
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら、
ま
ず

第一
に
選
種
が
不
完
全
で
あ
っ
た
こ
と、
第
二
に
各
試
作
人
が
初
年
度
と
い
う
こ
と
で
改
良
作
の
実
施

に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と、
第
三
に
牛
馬
耕
に
よ
る
深
耕
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
あ
げ、
ま

た
逆
に
比
較
の
対
象
と
し
て
の
在
来
作
の
場
合、
改
良
作
の一
部
分
を
採っ
て
試
作
し
た
箇
所
が
多
く、

従
来
よ
り
栽
培
方
法
が
周
到
で
あ
っ
た
た
め
と
し
て
い
幻〆

牛
馬
耕
に
関
し
て
試
験
田
で
は
ほ
と
ん
ど
実
施
で
き
な
か
っ
た
が、
更
級
郡
更
級
村
の
坂
田
寅
治
郎

が
馬
耕
を
実
行
し
よ
う
と
馬
を
購
入
し、
適
当
な
翠
を
物
色
し
て
い
る
と
い
う
話
か
ら、
原
田
は
彼
と

は
か
り、
福
岡
か
ら
携
帯
し
て
き
た
抱
持
立
翠
で
馬
耕
を
実
施
し
て
い
る。
原
因
と
坂
田
の
親
密
な
関

係
の
始
ま
り
で
あ
る。
坂
田
は、
そ
の
後、
抱
持
立
翠
を
数
挺
購
入
し、
自
家
の
田
畑
は
も
ち
ろ
ん、

他
人
の
所
有
地
ま
で
練
習
の
た
め
馬
耕
を
施
す
ま
で
に
な
りJ
遠
里
改
良
法
の
熱
烈
な
支
持
者・
実
行

者
と
な
っ
て
行
く
の
で
あ
る。

明
治
二
六
年
ご
八
九
三)
に
入
っ
て、
新
た
に
試
験
田
を
設
置
し
県
の
監
督
を
願
う
者
が
数
百
名

に
達
し
た
が、
実
業
教
師
原
因一
人
で
の
指
導
伝
習
で
は
巡
回
区
域
が
広
す
ぎ
る
た
め
到
底
対
応
し
き

れ
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
た。
そ
こ
で、
同
年
は
従
来
の
五
郡
に
南
佐
久・
北
佐
久・
東
筑
摩・
下
高

井
の
四
郡
を
加
え
る
に
と
ど
め、
各
都
便
利
な
町
村
か
ら一
一
一
名
を
許
可
し、
前
年
か
ら
の
試
作
人

と
合
わ
せ
て一
四
O
名
が
同
年
の
試
験
回
担
当
試
作
人
と
決
定
さ
れ
た。

同
年
は
干
害
と
試
作
箇
所
の
地
加
に
も
関
わ
ら
ず、
改
良
作
で
は
在
来
作
に
比
し
て
昨
年
よ
り
七
升

l 



九
合
六

勺
あ
ま

り
多
し

反
当
三

斗
三

升
五

合
九
勺
余
の

増
収
穫
を
み
た
の
で

あ
る
。

た
だ

し
、

こ
の

増

収
穫
は

昨
年
か
ら
継
続
の

試
験
田
と
同
年
新
設
の

試
験
田
と
の

平
均
値
で
あ
り
、

昨
年
か
ら
継
続
の

試

験
田
に
お
い

て
は
、

反
当
平
均
四
斗
一

升
五
合
六
勺
二

才
で
あ
っ

た
。

こ
の

結
果
と
は
い

え
、

「

改
良
作
ニ

必
要
ナ
ル

手
段
ニ

シ
テ
精
密
ニ

之
ヲ
行
ハ

ス
、

或
ハ

全
ク
実
施

セ
サ
リ
シ
モ

ノ
ア
リ
、

在
来
作
ノ

慣
行
上
決
シ
テ
無
キ
ノ

手
段
ニ

シ
テ
、

却
テ
之
ヲ
改
良
作
ヨ

リ
採
用

P
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セ
ル

カ

如
キ
」

と
述
べ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

改
良
作
が

十
全
に
施
行
さ
れ
て
い

な
か
っ

た

り
、

在

来

作
で

も
昨
年
と

同
様
部
分
的
に

改
良
作
を
取
り
入
れ
る
と
い
っ

た

問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

明
治
二

七

年
(
一

八

九
四
)

に
は
、

試
作
田
の

個
所
は
さ
ら
に
増
加
し
、

原
田
一

人
で
の
巡
回
指
導

は
い
っ

そ

う
困
難
を
き
わ
め
た
。

前
年
来
継
続
し
て
い

る
試
作
田
は
と
も
か
く
、

大
部
分
は
改
良
作
を

十
全
に

施
行
し
な
い

半
改
良
作
で
、

ま
た

在
来
作
に
関
し
て

も
「
慣
習
上
決
シ
テ
有
ラ
サ
ル
ノ

手
段
ニ

内
EJ}

シ
テ
、

実
施
上
之
ヲ

改
良
作
ト

同
シ

ク
採
用
シ
タ
ル
モ

ノ

多
シ
」

と
い

う
状
況
で
あ
っ

た
c

そ
れ
に
も

関
わ
ら
ず
、

改
良
作
で
は
反
当
四
斗
一

升
五
合
二

勺
四
才
の

収
穫
籾
量
の

増
加
を
み
た
の
で
あ
る
。

原
田
の

監
督
試
作
回
以
外
に
改
良
作
を
施
行
し
た
有
志

者
も
多
く
、

な
か
に
は
監
督
試
作
田
よ
り
好

結
果
を
示
し
た

も
の

も
あ
っ

た
が
、

「
不
測
ノ
失
此斗』
を
ま
ね
い
た

所
も
間
々

あ
っ

た
。

こ
の

事
態
は
、

広
域
を
原
田
一

人
に
よ
る
巡
回
指
導
に

任
せ
た

県
の

改
良
法
導
入

体
制
の

不
備
が
ま
ね
い
た

も
の
で
、

県
下
で
の

改
良
法
の

導
入
熱
を
冷
や
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
持
っ

て
い
た
。

し
か
し
、

改
良
作
導
入
・

普
及
に
よ
り
費
用
増
額
し
な
い
で

も
増
収
を
実
現
で
き
る
こ
と
、

馬
耕
の

実
施
に
よ
り
省
力
化
の

み
な

ら
ず
、

深
耕
を
実
現
す
る
こ

と
に
よ
り
作
土
の

増
加
と

裏
作
を
可
能
に

す
る
こ

と
に
よ
る

利
益
が
強
調

さ
れ
、

遠
里

改
良
法
導
入
に
よ
る
稲
作
改
良
の
基
調
は

継
続
さ
れ
る
の
で
あ

7Y

一

本
年
は
、

県
勧
業
当
局
の
当
初
の

計
画
に
よ
れ
ば
、

勧
農
社
実
業
教
師
聴
用
に
よ
る
稲
作
改
良
策
の

0

最
終
年
に
当
た
っ

て
い
た
こ
と
と
も
相
ま
っ

て
、

県
下
数
郡
で
は

郡
事
業
と
し
て

勧
農
社
実
業
教
師
を

は

碍
用
し
て
独

自
に
稲
作
改
良
策
の

導
入
と
普
及
に

着
手
し

始
め
る
の
で
あ
る
。

そ
の

先
駆
け
と
な
っ

た

一

の
が

北
安
曇
郡
で“
同
年
八

月
に

真
鍋
猪
之
吉
を
時
用
し
、

つ
づ
い

て
南
安
曇
郡
が

高
田
惣
五

郎
を
九
月

に
碍
用
し
て
い

る
。

県
勧
業
当

局
の

当
初
改
良
法
導
入
三

年
計
画
終
了
後
は
、

上
述
の

よ

う
に
県
直
轄
か
ら

郡
事
業
へ

の

つ
つ

が
な
い

移
行
が
企
図
さ
れ
た
が
、

独

自
の

事
業
と
し
て
計
画
し
て
い

な
い

郡
に
対
し
て
改
良
法
導

入
の
一

層
の

必
要
性
が
認
知
さ
れ
、

そ
れ
ら
の

郡
に
県
直
轄
試
験
田
を
設
置
し
、

県
事
業
と
し
て
当
分

継
続
す
る
こ

と
に
な
っ

た
。

し
か
し
、

こ
の
こ
と
が
実
業
教
師
碍
用
を
め

ぐ
る

若
干
の
ト
ラ
ブ
ル

を
生

む
こ

と
に
な
っ

た
。

後
述
す
る
原
田

留
任
問
題
で
あ
る
。

明
治
二
八

年
(
一

八
九
五
)

は
、

二

月
段
階
で

郡
事
業
と
し
て
改
良
作
導
入
H

勧
農
社
実
業
教
師
時

用
を
決
定
し
て
い

な
か
っ

た
上

水
内
・

小
県
・

上

高
井
・

埴
科
の

四
郡
を
県
庁
の

監
督
と
し
、

こ

れ
ら

の

郡
に

直
轄
の

模
範
田
を
一
、

二
カ

所
設
置
し
、

試
作
さ
せ
る
こ

と
に
し
げ
♂

こ
の

よ

う
に
、

稲
作
改

良
事
業
が
、

県
直
轄
の

勧
業
施
策
か
ら

郡
事
業
へ

と
大
き
く
シ
フ
ト
す
る

中
で
、

明
治
二

九
年
の

県
直

轄
の

試
作
田
は
一

八
カ

所
、

任
意
試
験
田
が
七
九
カ

所
と
減
少
し
た
の
で
あ

ぬ
♂

県
の

事
業
と
し
て

稲
作
改
良
は

明
治
二

九
年
度
(
明
治
三

O
年
三

月
ま
で
)

で
完
全
に

打
ち

切
ら
れ
、

い
ま
だ

独
自
事
業
と
し
て

実
業
教
師
を
碍
用
し
て
い
な
い
上
記
四

郡
の

う
ち
埴

科
郡
以
外
の
上

水
内
郡

と
小
県
郡
と

東
筑
摩
郡
が

明
治
二

九
年
(
一

八
九
六
)

に
、

ま
た
上

高
井
郡
は
明
治
三

O
年
(
一

八
九

七
)

五

月
に
、

遅
れ
ば
せ
な
が

ら
実
業
教
師
を
特
用
し
て
い
る
。

そ
こ

で
、

特
用
さ
れ
た

実
業
教
師
名

と
将
周
年
月
を
確
認
で
き
た
か
ぎ
り
第
7
1
1

表
に
列
挙
し
た
。

下
伊
加
郡
の

笑
業
教
師
北
原
大
八
は
、

熊
本
県
玉
名
郡
の

出
身
で
、

肥
後
翠
に
よ
る

馬
耕
技
術
の

指



粒こlゑ長野県下鴨用実業教師一覧表

郡 名 鴨用教師名 料 用 年 月

県 庁- 原 田 勝三郎 25年5月一28年 1月

県 庁 山 部 信 28年1月一同年11月

県 庁 長 沼 信 吉 28年2月一同年11月

県 庁 古 藤 又次郎 28年11月-30年3月

北 安 曇 郡 真 鍋 猪之吉 27年8月一32年1月一?

同 郡 高 田 久 次 30年4月一32年1月一?

南 安 曇 郡 高 田 惣五日IÇ 27年9月一?

上 伊 那 郡 山 部 信 27年12月一28年1月

同 郡 原 田 勝三郎 28年l月一同年3月

同 郡 草 場 松次郎 28年3月一?

下 伊 那 郡 北 原 大 八 26年5月一?

北 佐 久 郡 榊 兵 三 28年3月一32年l月一?

同 部 神 代 米 吉 ? -2 9年11月一31年3月

南 佐 久 郡 倉 光 松次郎 28年3月一つ

同 司1 森 下 岩 吉 ? -29年4月一32年1月一?

西 筑 摩 郡 井 出 辰次郎 28年3月-32年1月一?

同 郡 山 下 文 七 29年8月一つ

東 筑 摩 郡 長、沼 信 吉 28年12月-34年5月一?

上 高 井 郡 蓑 回 友 吉 30年5月一32年1月一?

下 高 井 郡 草 場 浅 吉 28年3月一?

上 水 内 郡 品川 保右衛門 2 9年4月一大正11年

同 割l 坂 本 麻太郎 31年4月一32年1月一?

下 水 内 郡 筒 井 平 七 28年3月一32年1月一?

更 級 郡 原 田 勝三郎 29年4月-32年l月一?

更 級 郡 大 神 長次郎 ? -31年4 月一32年l月一?

県 郡 古 川 列 一 29年4月一31年4月

同 割l 波多江 伝 三 31年5月一31年12月

諏 訪 郡 小 島 常次郎 28年9月一32年1月一?

(j主) 参照した資料を以下にあげておく。 各年f長野県勧業年報1. r信i農毎日新聞j、f信ia.

h自産協会雑誌j、f福岡県史j近代!と科編「林遺里・勧農仕J (l992i手3月)所収実業教

師書簡。

地科郡では県外からの実業教師の派遣を確認できなかったοt\[科部農会ではf.fJ農社実

業教師占川列ーの指導を受けた怯山原造を農事教師として明治32年(1899)に任用して

いるように(r松山原造翁評伝j所収「年表J、 昭和29年6月、 参照)、 系統農会の創設

とともに自前の教師の育成任用が見られる。

/40 唖!



導
伝
習
の
た

め

に

時
用
さ

れ
た

人
物
で
、

勧
農
社
系
統
の

実
業
教
師
で
は
な
い
。

下
伊
那
郡
で
は
郡
独

自
の
事
業
と
し
て
馬
耕
教
師
の
将
用
と
耕
転
機
具
の
改
良
を
実
施
す
る
た
め
明
治
二
六
年
(
一

八
九
三
〉

四
月
に
当
時
の
郡
書
記
中
村
義
太
郎
を
諸
県
に
派
遣
し
て
い
る
。

彼
は
帰
郡
後
「
復
命
書
一

を
郡
長
に

提
出
し
て
い
る
が
、

そ
こ
で
は
肥
後
翠
を
装
着
し
た
馬
耕
こ
そ
が
第
一

等
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る
。

こ
れ
を
契
機
に
肥
後
馬
耕
教
師
の
将
用
を
郡
と
し
て
決
定
し
、

同
年
五
月
に
北
原
大
八
を
招
き
、

六
月

か
ら
郡
下
で
の
馬
耕
指
導
に
従
事
さ
せ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
下
伊
那
郡
で
の
稲
作
改
良
策
は
、

長
野

県
下
に
あ
っ

て
県
勧
業
当
局
の
そ
れ
と
は
趣
を
異
に
し
た
経
過
を
た
ど
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

ど
の
時
点
ま
で
長
野
県
下
各
郡
が
実
業
教
師
の
聴
用
に
よ
る
稲
作
改
良
策
を
実
施
し
て
い
た
か
全
て

を
確
認
で
き
な
い
が
、

西
筑
摩
郡
・

諏
訪
郡
・

北
安
曇
郡
で
は
「
米
麦
作
改
良
試
作
成
蹟
』

「
米
作
改

良
及
試
験
成
蹟
』

と
い
っ

た
名
称
で
実
業
教
師
の
指
導
の
も
と
に
あ
っ

た
試
作
田
の
「
試
作
試
験
報
告

書
」

の

類
が
、

明
治
三
二

年
(
一

八
九
九
)

ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
か

勾v

ぱ
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、

少
な
く
と
も
明
治
三
0
年
代
前
半
ま
で
は
、

お
お
よ
そ
遠
里
改

良
法
を
意
識
し
た
稲
作
改
良
策
が
継
続
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

勾伊

ま
た
、

上
水
内
郡
で
は
明
治
二
九

年
(
一

八
九
六
)

四
月
に
時
用
し
た
品
川
保
右
衛
門
が
大
正
期
ま
で
継
続
し
て
聴
用
さ
れ
、

老
齢
か
ら

教
師
を
辞
し
帰
県
し
た
の
は
大
正
一
一

年
(
一

九
二
二
)
一
一

月
で
あ
り、

実
に
二
七
年
間
も
そ
の
職

に
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

退
職
に
あ
た
っ

て
、

彼
の
功
績
を
称
え
た
記
念
碑
が
長
野
県
庁
近
く
に
建
設
さ

、
a
守
J'

れ
た
の
も
う
な
ず
け
る
で
あ
ろ

引σ

実
業
教
師
の
活
動
l
原
田
勝
三
郎
の
場
合
l

明
治
二
五
年
(
一

八
九
二
〉

五
月
に
県
庁
雇
と
し
て
長
野
県
に
赴
任
し
た
原
田
勝
三
郎
は
、

福
岡
県

l

早
良
郡
樋
井
川
村
桧
原
に
居
住
し
、

長
野
県
に
時
用
の
前
に
は
愛
知
県
知
多
郡
に
明
治
二
二

年
(
一

八

は

八
九
)

三
月
か
ら
同
二
五
年
三
月
ま
で
碍
用
さ
れ
て
い
均

P

長
野
県
下
で
の
彼
の
活
動
を
概
観
す
る
に
あ
た
っ

て
、

便
宜
上
、

第
一

期
(
県
庁
雇
期
)
、

第
二

期

(
更
級
郡
雇
期
)

の
二
期
に
分
け
た
い
。

〈

第
一

期

県
庁
雇
期
の
活
動
v

県
庁一
履
と
し
て
の
活
動
期
間
は
、

明
治
二
五
年
(
一

八
九
二
〉

五
月
か
ら
同
二
八
年
一

月
ま
で
で
あ

っ

た
。

前
述
の
よ
う
に
、

こ
の
時
期
は
た
だ
一

人
で
県
下
で
増
加
す
る
試
作
田
で
の
指
導
伝
習
に
従
事

し
て
い
た
時
期
で
あ
り
、

煩
雑
多
忙
を
極
め
て
い
た
。

原
田
は
、

県
庁一
雇
時
代
に
は
当
時
長
野
町
字
狐
池
に
あ
っ

た
清
水
三
男
熊
の
家
に
寄
留
し
て
い
た
。

清
水
は
前
述
の
よ
う
に
県
下
改
良
法
導
入
・

普
及
の
県
庁
側
の
監
督
責
任
者
で
あ
り、

そ
れ
に
と
ど
ま

ら
ず
、

改
良
法
上
の
要
点
な
ど
も
し
っ

か
り
理
解
し
、

巡
回
先
の
村
の
農
談
会
な
ど
で
は
そ
れ
を
演
説

し
た
り
す
る
ほ
ど
の
推
進
者
で
も
あ
っ

均r

原
田
の
県
庁
雇
期
は
、

そ
の
意
味
で
は
清
水
と
の
二
人
三

脚
期
と
い
っ

て
も
よ
い
時
期
で
あ
っ

た
。

こ
の
時
期
の
原
田
の
活
動
の
成
果
を
文
字
ど
お
り
象
徴
す
る
「
成
績
表
」

を
ま
ず
分
析
し
て
お
こ
う
。

明
治
二
七
年
(
一

八
九
四
)

二

月
一

七
日
付
、

雇
原
田
勝
三
郎、

属
清
水
三
男
熊
署
名
の
知
事
浅
田
徳

則
宛

の

ト

復
命
書
」

に
添
付
さ
れ
た
明
治
二
六
年
(
一

八
九
三
)

の
県
内
務
部
第
三
課
「
米
作
改
良
試

験
成
績
」

で
あ
る
。

明
治
二
六
年
は
、

前
述
の
よ
う
に
改
良
法
導
入
の
二

年
目
の
年
に
当
た
り、

試
作
希
望
者
が
増
加
し

そ
れ
へ
の
対
処
に
背
労
し
た
年
で
あ
り
、

勘
案
し
た
結
果
、

従
来
の
五
郡
(
小
県
・

更
級
・

埴
科
・

上

高
井
・

上
水
内
)

に
南
佐
久
・

北
佐
久
・

東
筑
摩
・

下
高
井
の
四
郡
を
加
え
る
に
と
ど
め
、

各
郡
便
利

2 



な
町
村
か
ら
一
一

名
を
許
可
し
、

前
年
か
ら
の

試
作
人
と
合
わ
せ
て
一

四
O
名
が
同
年
の

試
験
田
担

当
試
作
人
と
決
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、

実
際
に
同
「

成
績
表
」

の
「
便
栽
培
之
部
」

に
掲
載
さ
れ
た

試

内ゆ同一v

作
人
数
は
団
体
も
含
め
て
継
続
・

新
規
と
も
一
一
一

名
で
あ
っ

た
c

こ
の

試
作
人
を
郡
別
に

集
計
す
る
と
、

更
級
郡
五
O
名
、

上
水
内
郡
二
O
名
、

埴
科
郡
一

二

名
、

上

高
井
郡
一

二

名
、

小
県
郡
六

名
、

北
佐
久
郡
四
名
、

東
筑
摩
郡
三

名
、

南
佐
久
郡
二
名
、

下
高
井
郡
二

名
で
あ
っ

た
。

更
級
郡
の

試
作
人
が
五
O
人
で
全
体
の

四
五
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
点
、

ま
た
、

随
意
試
作
人
四
一

名
中一

二

名
が
更
級
郡
の
試
作
人
で
あ
る
こ
と
か、
り
し
て
、

同
郡
が
ず
ば
抜
け
て
改

良
作
導
入
に
意
欲
的
で
あ
っ

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

い

う
ま
で
も
な
く
、

同
郡
は
坂
田
寅
治
郎
の

地
元
で
あ
っ

た
。

「
梗
栽
培
之
部
」

に
掲
載
さ
れ
た

試
作
田
は
、

改
良
作
一

四
一

カ
所
、

在
来
作
一
一

二

カ
所
に
の
ぼ

っ

た
。

矯
種
量
に
お
い
て
は
、

平
均
で
改
良
作
二

合
七
勺
九
才
余
、

在
来
作
七
合
五
勺
三
才
余
で
あ
り
、

さ
ら
に
一

株
苗
数
は
、

前
者
で
三
本
一

分
二

厘
、

後
者
で
八
本
一

分
四
厘
と
、

改
良
作
の

薄
蒔
き
疎
植

傾
向
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

反
当
肥
料
代
価
は
、

平
均
で

改
良
作
二

円
四
七
銭
二
厘
七
毛
、

在
来
作
二

円
七
O
銭
六
毛
と
な
っ

て
お
り
、

在
来
作
が
二
三
銭
ほ
ど
高
く
な
っ

て
い
る
が
、

改
良
作
が
明
瞭
な
節

肥
で
あ
る
と
は
い
い
が
た
い
。

他
の

栽
培
法
を
比
較
す
る
た
め

第
7
1
2

表
を
作
成
し
た
。

円
mv

選
種
法
で
い

う
普
通
法
と
は
、

「
本
県
米
作
改
良
法
と
在
来
法
の
比
較
要
領
」

に
よ
れ
ば
、

一

唐
箕

に
て

簸
返
し
、

又
は

清
水
に
浸
漬
し
沈
み
た
る
も
の
を
選
用
す
る
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

水
選
法
は
別

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

唐
箕
選
が
そ
れ
に
当
た
る
と
恩
わ
れ
る
。

在
来
法
で
普
通
法
が
九
二

例
と
圧
倒

的
で
あ
る
の
は
う
な
ず
け
る
が
、

改
良
法
で
も
五
九
例
施
行
さ
れ
、

さ
ら
に
塩
水
選
法
が
四
四
例
で
あ
一

る
こ
と
か
ら
考
え
て
、

穂
先
選
を
推
賞
す
る
遠
里
改
良
法
と
し
て
改
良
作
田
の

選
種
法
を
考
察
し
た
と

2

き
は
不
完
全
な

実
施
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

リパ

苗
代
法
は
、

在
来
法
で
は
全
て
水
苗
代
法
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。

改
良
法
で
は
水
苗
代
法
が
四
九
例
一

に
対
し
て
、

畑
百
代
法
が
九
二
例
と
圧
倒
的
で
あ
る
。

昭
和
一
一

年
(
一

九
三
六
)

三

月
の

農
林
省
農

務
局
編
纂
「
水
稲
及
陸
稲
耕
種
要
綱
』

で
は
「
本
区
域
(
北
信
麦
二
毛
作
地
l
注
西
村
〉

ニ

於
ケ
ル

苗

代
ハ

主
ト
シ
テ
陸
苗
代
ニ

シ
テ
、

耕
種
上
ノ
一

大
特
徴
ト
モ

謂
フ
ベ

ク
、

其
ノ
由
来
ハ

詳
ナ
ラ
ザ
レ
ド

モ
、

古
ク
ヨ

リ
行
ハ

レ
タ
リ
」

と
記
さ
れ
、

北
佐
久
、

小
県、

更
級、

埴
科、

上

高
井
、

下
高
井、

上

水
内
郡
な
ど
を
含
む
北
信
地
方
で
は
畑
苗
代
法
が
一

大
特
徴
で
あ
る
が
、

そ
の
起
源
は
不
明
と
し
て
い

る
。

し
か
し
、

「
成
績
表
」

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

こ
の

時
点
で

在
来
法
で
普
通
水
苗
代
法
が
全
て
で

あ
っ

た
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、

面
と
し
て
広
が
る
契
機
と
な
っ

た
の
は
明
治
二

0
年
代
後
半
の

遠
里
改

良
法
に
よ
る
畑
苗
代
法
の

導
入
に
あ
っ

た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

た
だ
し
、

こ
の
畑
苗
代
法
は
遠

里
が
当
時
第
一

等
の

方
法
と
し
て
推
賞
し
た

冬
蒔
き
畑
苗
代
法
で
な
く
、

春
蒔
き
畑
苗
代
法
で
あ
っ

た
。

浸
種
法
は
、

在
来
法
で
は
普
通
法
が
全
て
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

改
良
法
で
は
遠
里
改
良
法
の

目
玉

で
も
あ
っ

た

寒
水
浸
法
や
土
囲
い
法
が
三
九
例
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
ず、

こ
こ
で
も
普
通
法
が
九
九
例
施

行
さ
れ
て
い
る
と
い

う
状
況
で
あ
っ

た
。

「
比
較
要
領
」

で
は
、

在
来
法
の

浸
種
法
と
し
て
「
二
、

三

週
間
、

溜
水
、

川
水
等
に
浸
す
も
の

多
し
、

但
、

桶
又
は

瓶
に
五
、

七
日
又
は
二
、

三
日
間
浸
す
も
の

も
あ
り
。
」

と
記
述
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、

二
、

三
週
間
溜
水
、

川
水
に
浸
種
す
る
方
法
が
大
部
分
で
、

他
に
二
、

三
日
か
ら
五
、

七
日
ほ
ど
桶
や
瓶
に
浸
す
者
も
あ
る
と
し
て
い
る
。

成
績
表
に
記
載
さ
れ
た

以
種
法
は
、

禍
浸
し
、

流
水
浸
し
、

水
中
砂
囲
い
な
ど
で
あ
り
、

そ
の

内
よ
り
二

月
末
ま
で
に
浸
種
を

終
え
、

係
積
期
ま
で

継
続
し
て
い
る
も
の
を
寒
水
浸
法
と
認
定
し

集
計
し
た
。

ま
た
、

土
囲
い

法
と
し

な
が
ら
も
そ
れ
を
施
行
し
た
の
が
四
月
一

七
日
で
あ
る
も
の
が
二

例
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
は
、

本



第'7-2表明治26年米作改良成績比較表

改良法(141) 在来法(121)

選 種 法 立日立 通 法 59 92 
塩 水 選 法 44 10 
穂 選 i長 19 9 
水 選 法 7 6 
穂先七分法 3 l 

穂先五分法 2 
苦塩汁選 法 2 
穂選及塩水選法 5 

百 代 法 畑 百 代 法 92 。

水 苗 代 法 49 121 

浸 種 法 寒 水 浸 法 27 
土 固 い 法 11 
立田立 通 j去 99 121 
鑑 浸 種 3 

寒水浸後土囲い

(注) 明治26年長野県内務部第=課f米作改良試験成績j所収「便毅智之部」より作成。γ 

- /与ユ ーI -



来
、

突、
水
浸
法
と

同

様
に

寒

気
に
触
れ
さ
せ
る
た
め
に

行
う
土

囲
い

法
の

本
義
を
理
解
し
な
い
、

形
式

だ

け
を
ま
ね
た

「
も
ど
き
土

四
い

法
」

と
で
も
い

え
る
も
の
で
あ
る
。

浸
種
法
で

も
改
良
作
は
遠
里

改

良
法
の
マ
ニ
ュ

ア
ル

ど
お
り
と
は
い
い
が
た

く
、

不
完
全
な
改
良
法
施
行
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

以
上
の
こ

と
か
ら
、

改
良
法
と
し
て
施
行
さ
れ
た

も
の

は
遠
里
改
良
法
と
し
て
は
不
完
全
な
も
の
で

あ
り
、

「
復
命
書
」

で

原
田
、

清
水
が
「
改
良
作
ニ

必
要
ナ
ル

手
段
ニ

シ

テ
精
密
ニ

之
ヲ

行
ハ

ス
、

或

ハ

全
ク
実
施
セ

サ
リ
シ
モ
ノ

ア
リ
、

在
来
作
ノ
慣
行
上
決
シ

テ
無
キ
ノ

手
段
ニ

シ

テ
、

却
テ
之
ヲ
改
良

作
ヨ

リ

採
用
セ
ル
カ

如
キ
、

某
等
ガ

見
テ
以
テ
隔
靴
掻

療
ノ
憾
ト
ナ
ス
ノ

点
少
ナ
カ
ラ

斗
と
記
し
て

い

る
が
、

収
量
と
し
て
改
良
法
の

隔
絶
し
た

優
位
性
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た

彼
ら
の

嘆
息
も
理

解
で
き
な

く
は
な
い
。

し
か
し
、

地
元
農
民
の
側
か
ら
考
え
て
み
れ
ば
、

改
良
法
が
完
全
な
体
系
の

遠

里
法
で
あ
る
必
要
は
な
く
、

手
慣
れ
た

在
来
法
を
行
い

な
が
ら
、

そ
れ
に
組
み

合
わ
せ
や
す
い

新
た
な

技
術
を
取
り
入
れ
、

そ
れ
で

好
結
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
の
で
あ
る
。

「
稲
作
論
争
」

を
想
起
す
れ
ば
、

庖
水
選
種
法
と
遠
里
法
と
の

奇
妙
と

も
お
も
え
る
こ
の

よ
う
な
接

合
は
、

一

つ

に
は
老
農
農
法
導
入
「
後
発
県
」

と
し
て
の

結
果
な
の
で
あ
る
が
、

遠
里
法
も
塩
水
選
種

法
も
在
来
法
に

対
し
て

目
新
し
い

技
術
で

好
結
果
を
生
み

出
す
ら
し
い
と
い

う
点
で
は
、

地
元

農
民
に

と
っ

て
は
同
一

レ
ベ

ル
の

改
良
技
術
で
あ
り
、

そ
の

接
合
は
奇
妙
で
は
な

く
至
極
当
然
の

も
の
で
あ
っ

た
。

前
述
の

「
比
較
要
領
」

で

も
「

改
良
選
種
法
」

と
し
て
「

唐
箕
選
の

後
の

塩
水
選
」

の

み
が
記
さ

れ
て
い

る
に
過
ぎ
ず
、

塩
水
選
種
法
が
な
ん
の

抵
抗
も
な
く
改
良
法
の

体
系
を
構
成
す
る

技
術
の
一

つ

と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い

る
。

原
田
が
こ

う
い
っ

た

事
態
を
ど
の

よ

う
に
認
識
し
て
い
た
か

不
明
で
あ
る
が
、

明
治
三

0
年
代
に
入

っ

て
、

勧
農
社
実
業
教
師
が

指
導
す
る
各
郡
の

改
良
法
「
試
作
試
験
報
告
書
」

で

も
塩
水
選
種
法
が
当

3

然
の

よ

う
に

多
数
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら

〆
絞
ら
は
こ

れ
を
改
良
法
の

技
術
の
一

つ

と
し
て
実
質
的
に

受

は

け
入
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ・
引σ

厚
蒔
き
密
植
法
か
ら
適
度
な

薄
蒔
き
疎
植
法
へ

の

転
換
、

級
密
な
害
虫
防
除
の

履
行
、

そ
し
て

牛
馬

耕
が
こ

れ
に
加
わ
り
、

浸
種
法
(
予
措
法
)

と
し
て
の

寒
水
浸
法
や
土

囲
い

法
が

行
わ
れ

ず
塩
水
選
種

法
が
加
わ
れ
ば
、

明
治
三
0
年
代
の

時
期
に

官
の

農
法
と
し
て
理
念
的
に

形
成
さ
れ
た

強
権
的
な
稲
作

技
術
体
系
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
く
な
る
。

勧
農
社
の

実
業
教
師
た
ち
が
こ
の

技
術
を
伝
習
す
る
教
師

と
し
て
転
換
す
れ
ば
、

明
治
三
0
年
代
に
各
地
で
組
織
さ
れ
る

系
統
農
会
の

指
導
教
師
と
し
て
生
き

残

れ
た
で
あ
ろ

う
し
、

実
際
、

将
用
さ
れ
た
勧
農
社
実
業
教
師
の

多
く
が

第
1

表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

継
続
し
て
巡
回
教
師
と
し
て
任
用
さ
れ
て
い

る
。

上
水
内
郡
に
帥作
用
さ
れ
た

品
川
保
右
衛
門
の

よ
う
に

す
っ

か

り
地
元
に
根
を
お
ろ
し
た

教
師
も
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

唯
一

の

実
業
教
師
と
し
て
改
良
法
導
入

普
及
の
た
め
に
県
下
で

活
動
し
て
い
た

原
田
は
、

県
が

事
業

継
続
し
た
に

も
関
わ
ら
ず
、

県
庁
雇
を
明
治
二
八

年
(
一

八
九
五
〉

一

月
に
依
願
免
職
す
る
。

県
勧
業

当
局
は
、

彼
に
代
わ
り
県
庁
直
属
の

実
業
教
師
と
し
て
、

当
初
上

伊
那
郡一
履
と
し
て
前
年
一

二

月
に

来

県
し
た

山
部
信
(
勧
農
社
経
営
の

中
心
人
物
、

遠
里
の

義
理
の

息
子
に
あ
た
る
〉

を
任
用
し
た
の
で
あ

る
。

ま
た
、

実
業
教
師
一

人
に
よ
る

県
直
属
の

指
導
体
制
を
変
更
し
、

さ
ら
に

も
う
一

人

県
庁一
雇
と
し

て
勧
度
社
か
ら
長
沼
信
吉
を
時
用
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、

明
治
二
八

年
二

月
に

彼
は
赴
任
し
て
い

る
。

「
信
濃
猫
産
協
会
雑
誌
』

(
第
一

四
号
、

明
治
二
八

年
一

月
)

は
、

原
田
の

免
職
に
あ
た

り
彼
の
三

年
間
の

教
師
と
し
て
の

活
動
を
祢
え
、

次
の

よ
う
な
記
事
を
掲
載
し
た
。

。
原
田

勝
三
郎
氏
の

名
将

同
氏
が
米
作
改
良
教
師
と
し
て
去
る
廿
五

年
五
月
に
始
め
て
本
県

一
服
に
任
用
せ
ら
れ
て
よ
り
以
米
は
、

絶
へ

ず
県
下
各
郡
を
巡
回
し
て
試
作
田
を
監
督
し
、

芳
ら

旧約



耕
実
作
を
以
て
懇
篤
に
其
方
法
を
指
教
し
た
る
よ
り
、

各
農
家
の

氏
を
信
重
敬
愛
す
る
こ

と
至
て

厚

く
、

改

良

作

の

実

効
、

馬

耕

の

普

及

等

に

著

し

き

功

績

を

致

し

た

る

こ

と

は

皆

な

人

の

知

る

所

な

る

が
、

本

月

上

旬

に

至

り

一

日一

同

氏

が

上

伊

那

郡

の

招

特

に

依

り

て

其

任

に

赴

か

ん

と

す

る

を

聞

く

や
、

各

地

方

に

於

け

る

試

作

者

中
、

同

氏

を

以

て

得

易

か

ら

ざ

る

の

良

教

父

と

し

て

之

が

留

任

を

県

知

事

に

請

願

す

る

も

の

陸

続

躍

を

接

し
、

又

同

氏

に

向

っ

て

も

切

に

扶

を

執

っ

て

其

転

任

を

翻

へ

さ

ん

こ

と

を

望

む

も

の

極

め

て

少

な

か

ら

ず

と

は
、

固

よ

り

双

方

の

情

誼

深

厚

の

然

ら

し

む

る

所

な

り

と

は

云

へ

、

亦

以

て

県

下

農

業

者

が

益

す

農

事

の

改

良

に

熱

心

な

る

の

一

端

を

見

る

べ

し
、

設

に

同

氏

の

解

雇

に

際

し
、

本

県

庁

よ

り

特

に

付

与

せ

ら

れ

た

る

賞

状

に

日

く

奉

職

以

来
、

主

と

し

て

稲

作

改

良
、

馬

耕

普

及

等

の

事

に

関

し

懇

篤

当

業

者

を

誘

披

指

導

し

て

怠

ら

ず
、

大

に

県

下

一

般

の

風

気

を

振

作

し

て

農

事

改

良

の

実

蹟

を

奏

し

た

る

も

の

少

な

か

ら

ず
、

因

て

今

廷

に

解

雇

に

際

し

特

に

其

勤

労

を

賞

す

と
、

同

氏

の

功

労

に

於

て

此

賞

詞

を

受

く
、

忍

に

始

め

て

名

誉

あ

り

と

謂

う

べ

し

県

庁
一

履

を

依

願

免

職

し

た

原

田

は
、

山

部

に

代

わ

り

上

伊

那

郡
一

履

と

な

り

同

郡

に

赴

任

す

る

こ

と

に

な

っ

た
。

し

か

し
、

原

田

留

任

運

動

が

更

級

郡

を

中

心

と

し

て

起

こ

っ

て

い

た

事

情

も

お

そ

ら

く

加

わ

n
mHV

 

っ

て
、

上

伊

那

郡

赴

任

早

々

伯

母

の

老

衰

を

理

由

に

二

月

一

O

日

か

ら

帰

福

し

て
い

る
。

原

田

の

免

職

か

ら

帰

福

の

時

期

に

か

け

て
、

原

因

留

任

運

動

が

特

に

更

級

郡

を

中

心

に

県

庁

へ

の

請

願

運

動

と

い

う

形

で

起

こ

る
。

い

う

ま

で

も

な

く
、

そ

の

中

心

人

物

は

坂

田

寅

治

郎

で

あ

っ

た
。

坂

田

は
、

県

当

局

に

原

田

の

一。

留

任

願
」

を

提

出

す

る

と

と

も

に
、

更

級

郡

会

へ

の

働

き

か

け

も

お

内
umM

こ

な

い
、

実

際

に
、

更

級

郡

会

に

お

い

て

臨

時

郡

会

が

開

催

さ

れ
、

一

人

の

不

賛

成

の

み

で

大

多

数

に

内

vg

よ

り

稲

作

改

良

事

業

を

郡

事

業

と

し

て

推

進

す

る

こ

と

が

決

議

さ

れ

た
。

こ

の

よ

う

に
、

原

田

留

任

運

4

動

は

大

き

な

動

き

と

な

り
、

更

級

郡

で

は

郡

を

挙

げ

て

の

運

動

へ

と

高

ま

り

を

見

せ

る

に

い

た

る

の

で

は

あ

る
。

し

か

し
、

こ

の

熱

心

な

運

動

に

対

し

て
、

上

伊

那

郡

で

の

郡

事

業

と

し

て

改

良

法

導

入

を

決

定

し

た

事

情

が

一

方

に

は

あ

っ

た
。

原

田

の

赴

任

を

前

提

し

て
、

郡

事

業

と

し

て

改

良

法

導

入

を

決

議

し

た

以

上
、

山

部

に

交

代

す

る

よ

う

で

は

そ

の

決

議

も

再

考

せ

ざ

る

を

得

な

い

と

い

う

事

情

で

あ

る
。

こ

の

事

情

に

直

面

し

て
、

原

因

は

「
一

俣

を

飲

で

」

後

ろ

髪

を

引

か

れ

る

思

い

で

上

伊

那

郡

赴

任

を

決

意

し

た

の

で

あ

る
。

こ

う

い

っ

た

事

態

を

山

部

は

遠

里

に

宛

て

た

書

簡

の

な

か

で

説

明

し
、

遠

里

に

よ

る

事

態

の

打

開

を

円vaM

要

請

し

た
。

山

部

は

そ

の

な

か

で
、

こ

の

間

の

原

田

留

任

問

題

の

状

況

説

明

を

し

た

の

ち
、

更

級

郡

と

上

伊

那

郡

と

で

の

改

良

法

受

け

入

れ

体

制

と

そ

の

普

及

度

の

違

い

を

述

べ

て

い

る
。

そ

の

こ

と

か
、

り

し

て

山

部

は
、

改

良

法

普

及

が

相

当

に

進

捗

し

て

い

る

更

級

郡

へ

は

「

腕

前

達

者
」

な

教

師

と

し

て

原

田

を

留

任

さ

せ
、

「

未

た

農

事

ハ

幼

稚
」

な

上

伊

那

郡

へ

は

「

馬

耕

熟

練
、

而

し

て

一

ト

通

り

之

改

良

上

説

明

出

来

候
」

教

師

で

充

分

で

は

な

い

か

と

考

え

て

い

る
。

県

下

全

般

で

の

改

良

法

導

入

普

及

に

責

任

を

持

つ

立

場

か

ら

偏

り

の

な

い

自

ら

の

判

断

を

示

し
、

彼

は

遠

里

に

対

し

て

教

師

派

遣

上

で

の

善

処

を

要

請

し

て

い

る

の

で

あ

る
。

お

そ

ら

く

帰

街

中

に

原

田

は

遠

里

と

会

い
、

こ

の

間

の

事

情

を

説

明

し

遠

里

に

善

処

を

求

め

た

の

で

あ

ろ

う
。

結

果

的

に

は

更

級

郡

へ

の

派

遣

変

更

が

か

な

い
、

明

治

二

八

年

(

一

八

九

五
)

四

月

の

更

級

郡

へ

の

赴

任

が

決

定

し

た
。

上

伊

那

郡

へ

は

三

月

に

赴

任

し

た

草

場

松

次

郎

が

派

遣

さ

れ

る

こ

と

に

な

り
、

原

田

留

任

問

題

は

こ

の

時

点

で

一

件

落

着

と

な

っ

た

の

で

あ

る
。

A

第

二

期

更

級

郡
一

原

則

v



収
母
の

見

舞
い
か
ら

帰
長
し
た

原
田
は
、

寄
留
先
を
清
水
宅
か
ら
更
級
郡
篠
ノ
井
へ

移
し
、

更
級
郡

一
履
の
実
業
教
師
と
し
て
の
活
動
を
開
始
し
た。
明
治
二
八
年
(一
八
九
五)
四
月
二二
日
付
の
遠
里
宛

の
書
簡
で
は
「
私
義
も
陸
海
と
も
無
事
ニ
テ、
本
月
四
日
着
仕
候
問、
左
様
御
了
知
可
被
下
候、
就
而

《mv

ハ
着
郡
以
来
郡
長
ヲ
始
メ
郡
会
議
員
御一
同
も
非
常
之
満
足
之
由
ニ
付、
日疋
又
御
通
知
申
上
候一
と、

受
け
入
れ
先
と
し
て
の
更
級
郡
か
ら
非
常
な
歓
待
を
受
け
た
様
子
を
伝
え
て
い
る。

な
ぜ
更
級
郡
が
こ
の
よ
う
に
原
田
留
任
問
題
で
積
極
的
で
あ
っ
た
の
か、
ま
た
改
良
作
導
入
と
そ
の

普
及
に
積
極
的
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か。
こ
の
点
を
考
え
る
場
合
に、
や
は
り
明
治
二
五
年
(一
八
九

二)
か
ら
同
二
七
年
ま
で
の
三
年
間
の
原
田
の
活
動
が
地
元
農
民
の
信
頼
を
得
た
こ
と
は
一
つ
の
要
因

で
あ
っ
た
ろ
う
が、
そ
れ
と
と
も
に
「
農
事
熱
心
家」
と
し
て
の
坂
田
寅
治
郎
と
い
う
個
性
の
存
在
が

決
定
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。

坂
田
は
万
延
元
年一
月
に
信
州
更
級
郡
須
坂
村
に
生
ま
れ
る。
農
事
改
良
に
熱
心
で
小
西
篤
好
の

「
農
業
余
話』
に
よ
り
畑
苗
代
法
な
ど
を
実
験
し
て
い
る。
明
治
二
五
年
の
県
に
よ
る
遠
里
稲
作
改
良

法
の
導
入
の
節
に
は
進
ん
で
そ
の
試
作
人
と
な
る。
明
治
二
八
年
に
は
更
級
村
村
長
に
当
選
す
る
よ
う

円咽“一-

に、
地
方
名
望
家
と
し
て
の
地
位
は
明
治
二
0
年
代
に
は
確
立
し
て
い
た
と
い
え
る10

前
述
の
よ
う
に、
原
田
の
指
導
の
も
と
で
県
下
で
は
じ
め
て
抱
持
立
翠
で
の
馬
耕
を
試
行
し
た。
そ

Qn】

の
経
緯
を
「
信
濃
殖
産
協
会
雑
誌』
は
次
の
よ
う
に
伝
え
る。

更
級
郡
更
級
村
の
坂
田
寅
次
郎
氏
(
信
濃
殖
産
協
会
員)
は
数
年
前
よ
り
馬
耕
を
試
み
ん
と
て
馬

匹
を
購
入
し
た
れ
ど
も、
適
当
な
る
型
な
き
を
以
て
空
し
く
馬
を
遊
ば
し
め
お
き
た
る
際
な
り
し

か
ば、
こ
の
型
(
抱
持
立
翠
l
注
西
村)
を
試
用
せ
ん
こ
と
を
望
み、
一
昨
廿
五
年
夏
季
初
め
て

其
弟
亀
太
郎
氏
を
し
て
木
県
教
師
(
原
田
l
注
西
村)
に
就
き
実
習
せ
し
め
た
る
に、
そ
の
馬
の
5

駆
練
の
容
易
な
る、
人
力
を
省
く
こ
と
の
大
な
る、
作
土
の
増
加
す
る
こ
と
等
予
想
外
な
り
し
よ
は

り、
該
型
数
挺
を
福
岡
よ
り
取
寄
ま
す
ま
す
勉
強
し、
自
家
の
所
有
地
は
勿
論、
他
人
の
田
畑
と
一

難
も
望
み
と
あ
れ
ば
ド
ン
ド
ン
鋤
起
し
た
る
よ
り、
人
馬
共
に
熟
練
し、
今
や
従
来
慣
用
の
踏
鋤

は
悉
く
納
屋
の
片
隅
に
押
込
め
ら
れ
て、
持
立
型
と
耕
馬
の
み
時
を
得
顔
に
主
人
の
思
寵
を
専
ら

に
せ
り、
昨
年
来、
氏
は
自
分
の
自
作
田
畑
は
悉
く
持
立
型
に
て
深
鋤
し、
余
力
を
以
て
湿
地
の

改
良
を
企
だ
て、
右
の
型
に
て
排
水
渠
を
設
け、
従
来
僅
少
の
収
米
を
以
て
満
足
せ
し
田
も
立
派

な
る
乾
田
と
な
り
て、
収
米
大
に
増
加
す
る
に
至
れ
り、
遠
近
の
農
家
之
を
見
て
漸
く
羨
色
あ
り、

就
て
伝
習
を
請
う
も
の、
型
の
貸
与
又
は
譲
与
を
望
む
も
の
少
な
か
ら
ず、
為
め
に
新
た
に
馬
匹

を
買
入
れ
た
る
も
の
数
人
あ
り、
小
県
・
佐
久
・
上
水
内
等
遠
方
の
も
の
は、
実
地
を
目
撃
し
た

る
上、
型
の
製
造
を
坂
田
氏
に
依
頼
し、
本
県
教
師
に
請
ふ
て
米
作
改
良
伝
習
と
共
に
型
の
使
用

を
伝
習
し
た
る
も
の
亦
是
数
人
あ
り、
又
上
伊
那
郡
の
有
志
者
は
総
代
人
を
派
遣
し
て
坂
田
氏
馬

耕
の
実
況
を
目
撃
せ
し
め、
同
郡
に
も
望
み
あ
り
と
て
旧
脳
降
雪
の
期
に
際
し
た
れ
ば、
再
来
を

約
し
て
帰
郡
し
た
り

文
字
ど
お
り
県
下
馬
耕
導
入
の
先
駆
け
と
し
て
の
坂
田
の
役
割
を
訪
併
と
さ
せ
る。

さ
ら
に、
改
良
法
へ
の
熱
心
な
か
か
わ
り
と、
県
下
普
及
の
拠
点
と
し
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
く。
改
良
法
の
効
能
と
手
続
き
を
自
己
の
試
作
田
の
横
に
掲
示
し
た
り、
改
良
法
収
益
概
算
の
報

内nw

告、
試
験
回
で
の
肥
料
試
験
の
結
果
報
告
な
ど
を
お
こ
な
い、
そ
の
優
位
性
を
自
ら
積
極
的
に
示
そ
う

と
し
た。
ま
た、
実
業
教
師
に
付
き
添
い
県
下
で
の
改
良
作
に
か
か
わ
る
談
話
(
堆
積
肥
料
の
効
能
の

《
お》

談
話)
を
お
こ
な
い、
更
級

郡協
和
良
談
会
で
は
米
作
改
良
実
験
談
も
お
こ
な
っ
て
い
哲
こ
れ
ら
の

ハ
ザぬ》

活
動
は
ψi
時
県
下
で
「
門店
事
熱
心
家」
と
し
て
の
評
判
を
獲
得
し
て
い
た
彼
に
と
っ
て
は、

然
の



こ
と
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

そ
の

後
、

坂
田
は

明
治
三

O
、

四
0
年
代

、

大
正
期
を
通
じ
て

、

更
級
村
農
会
長 、

県
下
各
地
の

品

評
会

、

競
整
会
の

審
査

員 、

馬
耕
専
習
会
講
師
を
歴
任
し
、

昭
和
三

年
(
一

九
二

八
)

四
月
に

享
年
六

ハ品v

九
歳
で
こ
の

世
を
去
っ

て
い

る
。

明
治
二

0
年
代
に

更
級
村
長
に
つ
い
た
坂
田
は
文
字
ど
お
り
地
域
の

名
望
家
で
あ
っ

た
c

そ
し
て

、

熱
心
な
先
駆
け
的
な
農
事
改
良
家
で

も
あ
っ

た
。

こ

う
い
っ

た
個
性
に

改
良
法
が

受
け
と
め
ら
れ

、

彼

を
一

つ
の

核
と
し
た
地
域
秩
序
の

中
に
そ
れ
が
持
ち
込
ま
れ 、

「
生
活
規
範
」

を
触
発
し
な
が
ら
徐
々

に
そ
の

地
域
に

広
が

り
を
見
せ

始
め
る
の
で
あ
る

。

こ

れ
は
坂
田
と
い

う
個
性
を
通
過
し
て
こ
そ
達
成

さ
れ
た
と
い

う
べ

き
で
あ
ろ

埼ω

こ

う
し
て

、

原
田
と
「
農
事
熱
心
家
」

坂
田
と
が
更
級
郡
で

出
合
い

、

彼
ら
の

献
身
的
な
活
動
は

着

実
に

実
を
結
び

、

更
級
村
を
は
じ
め
と
し
て
更
級
郡
全
域
が
長
野
県
下
で

ず
ば
抜
け
た

改
良
法
施
行
先

3
8
 

進
地
域
と
な
っ

て
い
っ

た
の
で
あ
る 4
0

最
後
に
「

藁
細
工

と
農
談
会
」

と
い

う 、

五
行
ほ
ど
の
「
信
濃
毎
日
新
聞
』

(

明
治
二

九
年
二

月
九

日
付
)

の
記
事
を
紹
介
し
て
お
き
た
い

。

。
葉
細
工
と
農
談
会

更
級
郡
更
級
村
の

農
業
熱
心
家
十
数
名

、

去
六
七
の

両
日
間
高
嶋
万
作

氏
方
に

会
し
、

原
田
農
業
教
師
を
特
し
、

馬
耕
農
具
に
供
す
る
藁
細
工
の

教
授
を
受
け

、

夜
間
は

炉
を
四
み

農
話
を
聴
き

、

或
は
各
自
試
作
の

実
験
を
談
じ
て

改
良
法
の
研
究
を
な
し
た
る
よ
し

一

O
数
人
の

地
元
老
農
が

集
い

、

そ
の

場
に
原
田
を
轄
し
、

彼
か
ら

馬
耕
に

使
用
す
る

藁
細
工

製
作

の

指
導
を
受
け
た

後
、

食
事
も
済
ま
し
た

後
か

、

少
し
は
酒
も
入
っ

て
い
た
だ

ろ
う
、

高
嶋
家
の
い

ろ

り
端
で
原
田
の

話
を
聴
き
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の

改
良
法
上
の

経
験
を
談
じ

合
っ

て
い

る
。

地
元
農
民

6

と
原
田
と
の

親
密
な

関
係
を
訪
梯
と
さ
せ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド

で
あ
る

。

リパ

実
業
教
師
の

活
動
!

山
部
信
の

場
合
l

遠
里

洋
行
後
の

勧
農
社
拡
張
事
業
の

中
で

、

同
社
運
営
の
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
た

山
部
信
が

、

一

実
業
教
師
と
し
て
長
野
県
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
は

、

岡
県
で
の

遠
里

改
良
法
の

普
及
へ

の

遠
里
を
は

じ
め

勧
農
社
側
の
並
々

な
ら
ぬ

意
気
込
み
を
見
て

取
る
こ
と
が
で
き
る

。

山
部
は
当
初
前
述
し
た
よ

う
に
上

伊
那
郡一
庭
と
し
て
長
野
県
入
り
し
た
が

、

県
勧
業
当
局
の

改
良
法

導
入
計
画
の

変
更
に
よ
り
、

県
庁一
履
と
し
て

県
庁
直
属
の

試
験
田
を
長
沼
と
と

も
に
受
け
持
つ

こ

と
に

な
っ

た
。

明
治
二

七

年
(
一

八
九
四
)

一

二

月
に

来
長
し
、

原
田

留
任
問
題
が

決
着
す
る
ま
で
は
上

伊

那
郡
の

巡
回
も
行
っ

て
い
た
が

、

二

八

年
(
一

八

九
五
)

一

月
九
日
に
は

県
庁
直
属
の

雇
い
と
な
る
辞

令
を

受
け
取
っ

て
い

る
。

赴
任
後
の

山
部
の

活
動
を

、

県
下
実
業
教
師
の

動
静
を
か
な
り
詳
細
な
記
事
と
し
て
掲
載
し
て
い

る

「
信
濃
毎
日

新
聞
』

を
も
と
に

、

年
表
風
に
以
下
に
ま
と
め
た

。

3 

〈
一

月
v

(
六
日
)
上
伊
那
郡
(
飯
島
・

赤
穂
・

伊
那
富
・

坂
下
・

高
遠
・

平
出
)

嬬
積
法

、

堆
積
肥
料
製
造
法
な
ど
〉

、

原
田

、

坂
田
同
道

。

(
一

七
日
)
上

水
内
郡
大
豆

島
村
勧
業
談
話
会
出
席

、

演
説

昨
日似
肥
料
製
造
法
な
ど
)

、

清
水
同
道

。

(
一

八
円
)
上

高
井
郡
井
二

村
勧
業
会
出
席 、

巡
回 、

演
説
(
陸
苗
作
り
準
備

、

(一
包
虫
駆
除
法

、

陸
苗
作
り
準
備

播
種
法

、

演
説
(
改
良
作
上
の

講
話
)

、

清
水
同
道

。



八
二

月
v

(
三
日
)
上
高
井
郡
(
川
田
・

高
井
・

須
坂
)

で
演
説、

の
ち
上
高
井
郡
試
作
地
巡
回
。

(
一

七
日
)
静
岡
ま
で
出
張
(
遠
里
面
談
の
た
め
)
。

(
二
三
日
)
埴
科
郡
試
験
回
巡
視
。

(
二
六
日
)
小
県
郡
塩
尻
村
良
談
会
出
席
、

演
説
(
米
作
改
良
)
、

長
沼
同
道
。

(
二

七
日
〉
上
高
井
郡
高
井
村
由民
談
会
出
席、

演
説
。

つ
い
で
に
同
郡
日
野
村
・

日
滝
村
試
作
地
の

視
察
。

〈

三
月
v

(
五
日
)
下
高
井
郡
出
張
、

種
子
の
選
択
そ
の
他
の
準
備
に
着
手
。

(
六
日
)
更
級
郡
森
村
農
談
会
出
席、

演
説
、

清
水、

長
沼
同
道
。

(
七
日
)
更
級
郡
塩
崎
村
山周
談
会
出
席、

演
説
、

清
水、

長
沼
同
道
。

(
一
一
、

一

二
日
)
上
水
内
郡
三
輪
村
字
上
松
の
試
作
人
原
氏
の
試
験
田
視
察
、

長
沼
同
道
。

(
一

三
日
)
帰
途
に
同
郡
浅
野
村
、

芋
井
村
を
視
察、

長
沼
同
道
。

(
一

七
日
)
更
級
郡
更
級
村
勧
業
農
談
会
に
出
席
。

(
二
六
日
)
上
水
内
郡
大
豆
島
村
へ

出
張
、

試
験
田
で
畑
苗
代
の
造
作
を
行
う
。

(
二
八
日
)
上
高
井
郡
日
野
村
試
作
人
勝
山
直
入
試
作
田
で
馬
耕
の

実
施
、

の
ち
夜
中
ま
で
演
説
講
話、

長
沼
同
道
。

(
二

九
日
)
午
前
中
同
所
に
て
馬
耕
を
実
施
、

長
沼
同
道
。

(
三

O
日
)
上
水
内
郡
勧
業
会
出
席
、

演
説
、

長
沼
同
道
0

2
二

日
)
小
県
郡
浦
里
村
・

田
中
を
巡
回、

演
説
(
改
良
作
に
か
ん
す
る
談
話
)
。

〈

四
月
v

こ

日
)
小
県
郡
田
中
の
試
作
田
で
苗
代
(
水
・

陸
と
も
)

の
準
備

(
一

O
日
)
更
級
郡
塩
崎
村
に
て
由民
談
会
出
席
、

演
説
、

原
田
同
道
。

(
一

四
日
)
上
水
内
郡
神
郷
村
に
て
演
説
、

試
作
人
熊
井
友
三
郎
試
験
田
で
馬
耕
を
実
施
、

水
陸
苗
代
造

作
の
注
意
、

長
沼
同
道
。

(
一

七
、

一

八
日
)
上
田
町
で
開
催
の

教
師
打
合
会
に
出
席
。

(一
二
ハ
日
頃
)
上
水
内
郡
大
豆
島
村
に
て
田
畑
の
馬
耕
、

畑
苗
代
の

播
種
の

実
施
、

焼
肥
製
造
法
を
示
し
、

の
ち
改
良
作
上
の
演
説
、

長
沼
、

清
水
同
道
。

八

五
月
〉

(
五
日
)
更
級
郡
川
柳
村
に
て
開
催
の

更
級
郡
馬
耕
競
整
会
に
出
席
、

坂
田
と
と
も
に
審
査
員
に
な
る
。

(
原
田
は
競
翠
者
の

世
話
係
)

(
六
日
)
小
県
郡
県
・

豊
里
に
出
張
、

夜
間
農
談
を
行
う
。

(
一

二
日
)
上
水
内
郡
三
水
村
勧
業
会
に
出
席
、

改
良
作
に
か
ん
す
る
講
話
。

(
二

O
j
二
六
日
〉
七
日
間
の

予
定
で
松
木
に
馬
耕
伝
習
の
た
め
出
張
。

八

六
月
v

(
中
旬
)

摂
蛾
駆
除
用
の
捕
虫
網
を
作
り、

上
高
井
・

埴
科
・

上
水
内
各
都
の
試
作
人
に
分
与
。

(一

二

日
)
上
水
内
郡
三

輪
村
原
友
三
郎
方
に
て
馬
耕
を
実
施、

知
事、

郡
長
清
水
県
属
と
と
も
に
臨
席

八

七
月
ν

(
二
八
日
)
上
水
内
郡
芋
井
村
試
験
田
を
視
察
、

同駅
蛾
駆
除
法
を
実
地
に
示
す
。

、

八
月
J

(
五
日
)
試
験
田
巡
回
の
つ
い
で
に
地
科
郡
森
村
農
談
会
出
席、

演
説
(
浅
水
法
、

害
虫
駆
除
法
〉
。

1 4 7 



第
六
章
で
検
討
し
た
栃
木
県
の
谷
の
よ
う
な
「
巡
回
日
誌
」

を
も
と
に
す
る
も
の
で
な
い
た
め
、

逐

一

の

行
動
記
録
に
は
な
っ

て
い
な
い
が
、

山
部
が
一

年
間
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
き
た
か
そ
の
概

略
を
ほ
ぼ
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

明
治
二
八
年
(
一

八
九
五
)

の
県
庁
直
轄
地
で
の

活
動
内
容
は
、

同
年
二

月
末
以
降
長
沼
と
二
人
に
よ
る
指
導
体
制
で
あ
り
、

さ
ら
に
各
郡
で
の
独
自
な
事
業
と
し
て
の

実
業
教
師
時
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

巡
回
区
域
の
減
少
と
長
沼
と
の

分
担
に
よ
り
、

原
因
の
教
師

一

人
休
制
の

煩
雑
多
忙
な
時
期
の
活
動
か‘
り
す
れ
ば
、

お
そ
ら
く
少
し
は
余
裕
が
見
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

そ
れ
は
山
部
が
県
下
改
良
作
普
及
全
般
に
責
任
を
持
ち、

教
師
一

人
一

人
へ

の
目
配
り
を
怠

つ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
に
よ
っ

て
、

相
殺
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

内調v

山
部
が
遠
里
宛
て
の
書
簡
の
な
か
で
「
多
分
毎
日
私
等
之
事
及
試
作
田
之
事
相
載
せ
申
候
」

と
し
て

い
る
よ
う
に
、

「
信
濃
毎
日
新
聞
』

は
、

実
業
教
師
の
動
静
を
逐
一

記
事
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。

同

紙
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず、

害
虫
が
発
生
し
た
と
き
に
は
そ
の
駆
除
法
、

苗
育
成
中
の

潅
紙
不
足
の

時

に
は
水
の
管
理
法
な
ど
と
い
っ

た
改
良
法
の
ポ
イ
ン
ト
を
啓
蒙
的
に
記
事
に
し
て
い
る
。

ま
た
、

次
項

で
み
る
よ
う
に
、

改
良
法
の
県
下
で
の
一

層
の
普
及
を
企
図
し
て
、

実
業
教
師
た
ち
に
対
し
て
改
良
法

の
「
改
良
」

に
よ
る
積
極
的
対
応
を
提
言
し
た
り
も
し
て
い
る
。

文
字
ど
お
り
改
良
法
の
「
広
報
紙
」

と
で
も
い
え
る
ほ
ど
の

位
置
に
あ
っ

た
。

同
紙
に
「
山
郎
氏
の
肥
料
談
」

(
明
治
二
八
年
四
月
二
四
日
付
)

と
し
て
、

記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。

山
部
は
、

そ
の
な
か
で
、

県

在
来
の
施
肥
法
の
特
徴
が
、

浅
耕
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
豆
・

魚
肥
と

(
六
日
〉
小

県
郡
浦
里

村
稲
作
改
良
股
談
会
に
出
席、

演
説
ハ
害
虫
駆
除
法
、

苗
植
付
法
、

水
利
潅
減
法
〉
。

(
七
日
)
試
作
田
巡
回
の
つ
い
で
に
埴
科
郡
戸
倉
村
民
談
会
出
席
、

演
説
(
浅
水
法
、

害
虫
駆
除
法
〉
c

(
二
七
日
)
上
水
内
郡
安
茂
里
村
勧
業
会
出
席、

演
説
(
麦
改
良
法
、

改
良
法
の
肥
料
種
類、

稲
選
種
法
)
。

ヘ

九
月
v

(
一

七
日
)
郡
内
巡
回
途
上
、

上
水
内
郡
柏
原
村
勧
業
会
出
席
。

(一
二
二
日
)
上
水
内
郡
三

水
村
良
談
会
出
席、

演
説
(
選
種
法
、

播
種
法
〉
。

(
二
五
j
三
O
日
)
下
高
井
郡
豊
郷
村
・

中
野
町
農
談
会
出
席、

演
説
。

〈
一

O
月
〉

(
一

日
)
下
高
井
郡
延
徳
村
農
談
会
出
席、

演
説
。

(
五
日
)
上
水
内
郡
芋
井
村
試
作
田
に
て
採
種
。

(
六
日
〉
上
高
井
郡
川
田
村
農
談
会
出
席
、

改
良
作
上
の
演
説
。

(
七
日
)
上
高
井
郡
保
科
村
農
談
会
出
席
、

改
良
作
上
の

演
説
。

(
八
日
)
上
水
内
郡
七
二
会
村
良
談
会
出
席、

改
良
作
上
の
演
説
。

(
二
五
日
〉
上
水
内
郡
古
牧
村
へ

麦
蒔
き
の
た
め
出
張
。

(一

二
ハ
日
)
上
水
内
郡
七
二

会
村
勧
業
会
に
出
席、

麦
蒔
き
指
導
。

〈
一
一

月
v

(
六
日
)
下
高
井
郡
木
島
村
民
談
会
出
席
、

演
説
(
種
籾
選
種
法
、

種
子
水
浸
し
場
所
と
播
種
法
、

苗
移

値
法
、

坪
当
移
植
株
数
、

田
草
取
り
法
と
季
節
順
序
の
こ
と
、

蟹
爪
使
用
法
、

本
田
耕
転
法
、

堆
積
肥

料
製
造
法
、

本
田
生
薬
肥
料
の
利
害
、

施
肥
法
、

麦
作
の

改
良
、

二
毛
作
法
な
ど
)
。

(
;
一
一
一
日
)
新
任
実
業
教
師
と
と
も
に
担
当
試
験
田
で
の

麦
蒔
き
指
導
。

(
一

二
日
)
県
庁一
雇
を
辞
職
。

ご

三
日
)
帰
福
。
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い
っ

た

金
肥
の

過
剰

投
入
に

あ
る
と
し
、

そ
の

結
果
、

不
経
済
で

あ
り
か
つ

「
い

も
ち
」

の

原
因
と

も

な
っ

て
い
る
と
す
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、

改
良
法
で
は
金
肥
を
減
じ
、

「
野
に
も
山
に
も
潜
に
も
」

捨

て
ら
れ
て
い
る
自
給
肥
料
(
醸
肥
、

土
肥
、

堆
肥
、

焼
肥
な
ど
)

の
施
用
を
推
賞
す
る
の
で
あ
る
。

そ

う
す
れ
ば
肥
料
費
が

少
な

く
て
済
み
、

廃
物
を
利
用
す
る
た
め

衛
生
上
も
清
潔
と
い

う
効
果
が
あ
る
。

要
す
る
に
、

浅
耕
過
肥
(
金
肥
)

の
在
来
法
に
対
し
て
、

深
耕
適
肥
(

自
給
肥
料
)

の

改
良
法
へ

の

転

換
を
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
、

「
信
濃
毎
日
新
聞
』

が
そ
の

後
「

肥
料
輸
入
の
減
ぜ
し

原

円
しM幽門
}

巾
は
改
良
作
に

在
り
」

と
し
て
、

改
良
作
普
及
に
よ
る
金
肥
節
減
効
果
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。

合併V

内

日制
V

山
部
は
、

こ
の
ほ
か
「
稲
作
改
良
に
付
差
当
り
の
注
意
」
、

「
稲
種
子
選
択
法
」

の
二
つ

を
「
信
濃

毎
日
新
聞
』

に
寄
稿
し
て
い
る
。

前
者
で
は
、

麦
跡
田
の

耕
転
か
ら
始
ま
り
、

馬
鍬
改
良
、

刈
敷
改
良
、

移
植
密
度
、

用
水
管
理
、

除

草
法
、

害
虫
駆
除
法
と
い
っ

た
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
の
改
良
法
施
行
上
の
要
点
が
述
べ

ら
れ
て
い

円

相
M

る
。

単
に
遠
里
の
「
演
説
筆
記
」

の

焼
き
直
し
で
な
く
、

刈
敷
肥
料
の

裁
断
を
述
べ

て
い
る
点
、

ま
た

大
人
が
二

人
が
か
り
で
行
う
「
代
掻
き
」

を
「
笑
止
千
万
」

と
し
て
、

馬
鍬
の

改
良
に
よ
り
止
め
る
よ

う
に
と
促
し
て
い
る
点
な
ど
、

実
業
教
師
と
し
て
の
山
部
の

自
信
の
な
せ
る
技
で
あ
っ

た
。

後
者
で
は
、

「
凡
そ

物
の

改
良
を
な
さ
ん
と
欲
せ
ば
、

先
づ

其
種
子
の

良
好
な
る
も
の
を
選
ま
ざ
る

可
ら
ざ
る
は
勿
論
な
り
、

就
中
、

稲
の
如
く
外
皮
軟
弱
な
る
性
あ
る
も
の
は
、

殊
に
注
意
を
要
せ
ざ
れ

は
、

同m
種
後
何
程
手
を
尽
し
好
果
を
見
ん
と
欲
す
る
も
到
底
得
べ

か
ら
ざ
る
な
り
、

左
に

余
の

行
う
採

種
の

大
略
を
記
し
、

柳
か
農
事
家
諸
君
の

参
考
に
供
せ
ん
と
す
」

と
し
て
、

以
下
、

①
採
種
場
所
、

②

採
種
季
節
及
び

扱
落
並
に
量
目
、

③
乾
燥
の

度
合
い
、

④+
亡
種
の
で
除
去
法
、

⑤
過
乾
の

害
、

⑤
不
選

種
の

害
、

⑦
原
種
(
地
方
に
適
せ
ざ
る
も
の
を
適
す
る
様
変
ぜ
し
む
一

法
)

の
七

項
目
に
つ
い
て
詳
記

9

し
て
い
る
。

改
良
法
施
行
上
、

時
宜
に
か
な
っ

た

寄
稿
と
い
え
る
。

川

次
に
、

山
部
の

具
体
的
活
動
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
た
め
に
、

同
紙
の
い

く
つ
か
の
記
事
を
も
う
少
一

し
詳
し

く
紹
介
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
は
倶
虫
駆
除
に
か
か
わ
る
山
部
の

活
動
で
あ
る
(
明
治
二
八

年
七
月
三

O
日
付
)
。

。
芋
井
試
験
田

山
部
農
事
改
良
教
師
・

早
川
郡
書
記
の

両
氏
は
、

一

昨
日
上
水
内
郡
芋
井
村

風
間
範
造
・

風
間
岩
次
郎
二

氏
の

改
良
試
験
田
を
視
察
し
た
る
が
、

稲
も
後
れ
居
ら
ず、

日
疋
迄
の

発
育
殊
に
宜
し
き
由
、

但
、

稲
の
発
育
宜
し
き
た
め
摂
虫
は
随
分
居
る
に
付
、

山
部
氏
は
自
ら
手

を
下
し
て

稲
の

茎
を
摘
み
取
り
、

駆
除
の

方
法
を
試
作
人
に
懇
示
し
た
る
趣
き
な
り
、

試
作
人
は

余
り
発
育
の
宜
し
き
た
め
、

之
を
摘
み
取
る
は
惜
き
様
に
思
い
居
る
も
の
》

如
く
な
れ
ど
も
、

今

其
茎
を
根
よ
り
二

分
許
の

処
よ
り
摘
み
取
れ
ば
、

後
よ
り
蔓
の
如
き
茎
を
生
じ
、

是
に
も
穂
が
出

来
る
も
の
に
て

少
し
も
差
支
無
き
に
付
、

惜
ま
ず
に

摘
み
取
り
て
旗
虫
を
駆
除
す
可
し
、

否
ら
ざ

れ
ば
他
日

損
害
を
蒙
る
事
大
な
り
と
云
ふ

山
部
が
上
水
内
郡
芋
井
村
の

試
作
人
の

試
験
田
を
視
察
し
た

折
、

稲
発
育
は
良
好
で
あ
っ

た
が
、

良

好
ゆ
え
に
稲
株
に
食
い
入
っ

た
奴
虫
が

多
く
、

そ
の
駆
除
法
と
し
て
山
部
は
田
に
入
り
、

そ
の
茎
を
抜

き
取
る
方
法
を
示
し
た
。

上

出
来
の
茎
を
摘
み
取
る
の
に
跨
賭
す
る
試
作
人
に
対
し
て
、

恨
か
ら
二

分

ほ
ど
の

所
か
ら
抜
き
取
れ
ば
、

ま
た
茎
は
発
生
し
て
穏
を
付
け
る
の
で
心
配
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。

合併
》

明
治
二
七
年
(
一

八
九
四
)

に
は
更
級
郡
栄
村
で
駆
除
法
を
怠
っ

た
た
め
皆
無
作
で
あ
っ

た
よ
う
に
、

炉、
虫
被
告
は
侮
れ
な
い

峨
相
を
呈
し
て
い
た
。

二
八

年
に
も
蔓
延
の
危
険
性
が
あ
っ

た
た
め
、

実
業
教

師
た
ち
に
と
っ

て
は
、

そ
の
駆
除
法
の
指
導
は
緊
急
で
必
要
な
も
の
で
あ
っ

た
。

山
部
は
、

上
述
の

稲
茎
抜
き
取
り
法
の

指
導
と
と
も
に
、

成
虫
で
あ
る
炉、
蛾
駆
除
用
の
「
捕
虫
網
」



《
KmvJM

〈
タ
モ
網
〉

を
作
り 、
巡
回
区
域
の
民
民
に
分
与
し
て
い
る
c

馬
耕
は
、

長
野
県
で
の

改
良
法
導
入
の

中
心
的
技
術
で
、

第
四
節
で

見
る
よ
う
に
そ
の

普
及
が

長
野

県
農
業
全
体
の

帰
趨
に

大
き
く
関
わ
る
も
の
で
あ
っ

た
。

山
部
も
巡
回
先
で
抱
持
立

撃
に
よ
る

馬
耕
の

伝
習
に
従
事
す
る
が
、

そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、

他
の

実
業
教
師
同
様
、

馬
耕
競
型
会
で
の

審
査

員
を
つ

と
め
て
も
い

る
。

実
業
教
師
協
議
会
に
つ
い
て

原
田

単
独
特
用
の

時
期
に
は

彼
一

人
の

力
量
に
全
て
は
任
さ
れ
て
い
た
が
、

県
下
蒋
用
の

勧
農
社
実

業
教
師
が

増
加
す
る
に
し
た
が
い
、

彼
ら
一

人
一

人
が

出
会
う
種
々

の

技
術
上
の

問
題
点
を
お
互
い
に

協
議
し
な
が
ら
改
良
法
の

普
及
に
あ
た

ろ
う
と
し
た
。

明
治
二

七

年
(
一

八
九
四
)

か
ら

毎
年
長
野
町
、

上
田
町
、

諏
訪
町
な
ど
で
年
に
数
度
開
催
さ
れ
て
い

る
実
業
教
師
協
議
会
で
あ
る
。

「
信
濃
毎
日

新
聞
』

で

も
そ
の

社
説
で
長
野
県
の

風
土
に
適
応
し
た

改
良
法
の
「
改
良
」

を
要
請
し

て
い

る
よ
う

匂v

機
械
的
で
杓
子
定
規
な
遠
里
改
良
法
の

適
用
で
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
か
な
っ

た

技
術
指
導
が

必
要
と
さ
れ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、

こ
の

協
議
会
は
実
業
教
師
の

み
な
ら
ず
稲
作
改
良
を

推
進
し
よ
う
と
す
る

県
下
の

農
業
界
か
ら
も
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

最
初
に
、

明
治
二

九

年
(
一

九
八
六
)

一

月
二

九
日
か
ら
三

O
日
に
か

け
て
長
野
町
で

開
催
さ
れ
た

協
議
会
の

内
容
を
検
討
し
た
い
。

協
議
会
の

開
催
を
「
信
濃
毎
日

新
聞
』

は

次
の
よ
う
に

伝
え
た
。

。
由民
事
改
良
教
師
の

協
議
会

県
下
各
郡
の

農
事
教
師
協
議
会
は

昨
日
よ
り
長
野
町
小

妻
屋
に

開
き
た

り
、

一

昨
夜
ま
で
に

来
長
し
た
る
は

南
北
安
曇
、

上

伊
那
、

下
高
井
の
四
教
師
に
し
て
、

一

南
北
佐
久
、

諏
訪
、

下
水
内
、

西
筑
摩
の
五

教
師
も
来
会
の

筈
な

り
、

同
会
は
是
迄
の

経
験
を
談

。

じ
、

成
る
可
く
本
県
下
の

風
土
に
適
す
る
改
良
法
を
行
は
ん
と
す
る
目
的
に
て
、

本
県
の

古
藤
、

げ

更
級
の

原
田
両
氏
が
発
起
な

り
と
云
ふ

(
明
治
二

九
年
一

月
三

O
日
付
記
事
)

こ
の

協
議
会
の

目
的
を
長
野
県
下
の

風
土
に
適
合
す
る
よ
う
な

改
良
法
の
「
改
良
」

に
あ
る
と
し
て

円
相】

い
る
。

こ
の

会
議
で

論
議

・
決
議
さ
れ
た

内
容
は
以
下
の

通
り
で
あ
広
。

①
県
下
各
地
に
お
け
る
適
当
な
る

播
種
量

稲
苗
の

育
て

方
に
つ
い
て
は
、

県
下
が

南
北
に
広
く
気
候
が

異
な

り
土
地
の

肥
沃
度
も
一

定
し
な
い

ゆ
え
、

各
地
に
お
け
る
適
当
な
季
節
で
の

播
種
の

適
当
量
を
考
究
決
定
す
る
こ
と
。

②
挿
秩
時
期
の

早
期
化

挿
秩
の

季
節
は

従
来
相
当
後
れ
て
い

る
の
で
、

こ

れ
を
早
め
る
こ
と
。

③
刈
り
取
り
時
期
の

早
期
化

刈
り
取
り
の

季
節
も
従
来
後
れ
て
い

る
た
め
米
質
を
そ
こ
な
い

収
穫
も
減
少
す
る
の
で
、

こ

れ
を
改

め
る
こ
と
。

r­
。

③
畑
苗
代
に
お
け
る

鳥
害
予
防
の

厳
行

⑤
水
質
を
厳
選
し
た

浸
種
法
の

履
行

種
籾
を
浸
水
す
る
節
、

往
々

に
し
て
そ
れ
を
腐
敗
さ
せ
る
場
合
が
あ
る
。

そ
れ
は
種
子
の

精
選
と

不

完
全
な

方
法
に
よ
る

場
合
が

多
い
が
、

水
質
に
も
関
係
し
て
い

る
の
で

浸
種
す
る
場
合
に
は
水
質
を
吟

味
す
る
こ
と
。

⑥
発
芽
不
良
前
の
発
芽
促
進

市
の

発
芽
も
県
下
が

広
い

ゆ
え
一

定
し
な
い
が
、

と
場
所
を
厳
選
し
発
芽
を
促
す
こ
と
。

八

十
八
夜
に
至
っ

て
も
発
芽
し
な
い

場
合
は
、

水



⑦
各
教
師
に

よ

る
肥

料
検
査
の

履
行

③
過
肥
料
の

弊
害
除
去

土
地
の
肥
沃
度
に
よ
り
異
な
る
が
、

③
善
良
苗
の
周
知
徹
底
と
育
成
奨
励

一

般
農
民
は
ど
れ
が

善
良
な
苗
で
あ
る
か
を
知
ら
な
い
た
め
、

徒
長
苗
を
善
良
苗
と
誤
解
し
て
い
る

場
合
が
あ
る
。

根
が

多
く
、

茎
が
硬
く
、

業
の
幅
が
広
く
、

苗
張
り
が
四
本
以
上
あ
り
、

植
え
付
け
の

際
淡
黄
色
と
な
る
苗
が

善
良
苗
で
あ
る
こ
と
を
周
知
せ
し
め
、

そ

う
い
っ

た
苗
を
育
て
る
よ
う
に
指
導

す
る
こ
と
。

⑬
村
農
談
会
の

開
催
奨
励

村
立
農
談
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
少
な
い
ゆ
え
、

な
る
べ

く
設
立
に
向
け
て
各
教
師
は
郡

長
に
勧
誘
を
お
こ
な
う
こ
と
。

南
北
に
長
い
長
野
県
に
お
い
て
、

改
良
法
が
マ
ニ
ュ

ア
ル
通
り
通
用
し
な
い
こ
と
は
各
実
業
教
師
み

ず
か
ら
が
実
感
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
、

二

日
間
に
わ
た
る
議
論
の

後
に
、

以
上
の
よ
う
な
一

0
項
目

に
わ
た
る
決
議
を
お
こ
な
っ

た
の
で
あ
る
。

橋
種
季
節
と
そ
の

時
期
、

帰
秩
時
期
、

刈
り
取
り
時
期
は
、

各
地
で
の

多
様
性
を
考
慮
し
な
が
ら
も
、

慨
し
て
北
信
地
方
で
の
遅
植
、

遅
刈
傾
向
の
改
善
は
、

養
蚕
、

裏
作
と
の

関
係
で

特
に
必
要
と
さ
れ
た

問
題
で
あ
っ

た
。

ま
た
、

突、
水
浸
法
に
よ
る
種
籾
の
腐
敗
は
、

長
野
県
下
で
も
問
題
と
な
っ

て
お
り
、

そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
、

種
子
の

精
選
と
完
全
な
方
法
の

実
施
と
と
も
に
、

水
質
の

問
題
に
注
意
が

促
さ
れ
て
い
る
。

一

改
良
法
に
よ
る
疎
播
・

疎
植
法
で
は
、

当
初
の
苗
は
一

見
み
す
ぼ
ら
し
く
見
え
た
と
し
て
も
、

健
苗

ー

と
し
て
そ
の

後
旺
盛
な
成
育
を
と
げ
る
の
で
、

一

見
成
長
の
よ
さ
そ

う
な
徒
長
苗
を
健
苗
と
見
間
違
え

げ

な
い
よ
う
に
、

指
導
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ

う
い
っ

た

議
論
と
決
議
に
対
し
て
、

「
信
濃
毎
日
新
聞
』

で
も
「
各
教
師
が

実
地
に
行
ひ
た
る
処

を
相
互
話
し
合
て
、

県
下
の
土
地
気
候
に
適
す
る
様
に
改
良
法
を
行
は
ん
と
す
る
も
の
、

尚
之
を
再
言

す
れ
ば
改
良
作
の
一

種
改
良
法
を
研
究
せ
る
も
の
に
し
て
、

昨
年
上
田
に
聞
き
た
る
打
合
会
に
比
す
れ

ば
、

更
に
其
歩
を
進
め
た
る
も
の
あ
る
を
覚
ゆ
る
な
り
」

(
明
治
二

九
年
二

月
二

日
付
記
事
)

と
し
て
、

改
良
法
普
及
の
た
め
の

教
師
た
ち
の

努
力
を
評
価
し
て
い
る
。

明
治
三
O
年
(
一

八
九
七
)

に
は
、

二

月
二
一

日
か
ら
上
田
町
で
開
催
さ
れ
た
。

従
来
の
よ
う
な
協

議
会
な
ら
ば
、

各
地
で
の

多
段
な
経
験
を
ふ
ま
え
て
、

実
業
教
師
聞
の

議
論
が

交
わ
さ
れ
る
は
ず
で
あ

っ

た
が
、

少
し
雲
行
き
が
変
わ
っ

て
き
た
。

す
な
わ
ち
、

来
年
度
の
県
立
農
事
試
験
場
開
設
を
ひ
か
え

て
、

試
験
場
の

技
術
指
導
内
容
と
の

違
い
の
た
め
そ
の

衝
突
が
危
慎
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

清
水
県
属
は

次
の
よ
う
に
こ
の
協
議
会
で

実
業
教
師
た
ち
に
要
請
し
た
。

来
年
度
よ
り
由民
事
試
験
場
設
置
す
る
こ
と
と
な
る
時
は
、

諸
君
の
農
事
上
に
於
け
る
所
論
と
試
験

場
に
て
言
ふ
所
と
は
或
は
一

致
し
が
た
き
こ
と
往
々

あ
る
べ

く
し
て
、

若
し
衝
突
す
る
が
如
き
あ

ら
ん
か
、

農
事
に
及
ぼ
す
弊
害
之
に
過
る
な
し
故
に
、

互
に
誘
導
啓
発
相
補
翼
し
て
斯
業
に
務
め

内ぬ咽)

ら
れ
ん
こ
と
を
請
ふ

こ
の

要
請
に
対
し
て
、

実
業
教
師
た
ち
が
反
発
し
た
の
か
し
な
か
っ

た
の
か
、

そ
の

対
応
は
定
か
で

は
な
い
が
、

次
年
度
の

協
議
会
の
内
容
を
み
た
と
き
、

多
く
の

実
業
教
師
た
ち
は
、

反
発
よ
り
は
む
し

ろ
こ
の

事
態
を
止
む
な
し
と
し
て
受
け
と
め
、

そ
れ
に
順
応
す
る
形
で

対
応
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

明
治
三
一

年
(
一

八
九
八
)

は
三
月
一

五
日
よ
り
一

七
日
ま
で
上
水
内
郡
芹
田
村
に
あ
る
県
立
農
事

苗
代
に
肥
料
を
過
分
に
施
す
こ
と
は
よ
ろ
し
く
な
い
c



=F
験
場
で

開
催
さ
れ
た
。

出
席
し
た

教
師
は
伊
原
(
下
伊
那
郡
〉
、

小
嶋
(
諏
訪
郡
〉
、

森
下
ハ
南
佐

久
郡
)
、

井
手
(
西
筑
摩
耶
)
、

長
沼
(
東
筑
摩
郡
)
、

真
鍋
(
北
安
曇
郡
)
、

古
川
(
小
県
郡
)
、

蓑
田
(
上
高
井
郡
)
、

草
場
(
下
高
井
郡
)
、

品
川
(
上
水
内
郡
)

で
、

各
郡
二

名
将
用
の

場
合
は
一

名
だ
け
が
出
席
し
た
。

欠
席
し
た
教
師
は
福
岡
に
帰
省
中
の

原
因
(
更
級
郡
)
、

筒
井
(
下
水
内
郡
)
、

高
田
(
南
安
曇
郡
)

で
あ
っ

た
。

下
伊
那
郡
の

伊
原
を
除
い
て
は
全
て
約
四民
社
の

実
業
教
師
で
あ
っ

た
。

こ
の

協
議
会
に
は
試
験
場
員

一

同
も
出
席
し
、

会
頭
に
は

佐
久
間
試
験
場
長
が
就
き
、

選
種
法
と
浸
種
法
の
二

問
と
知
事
よ
り
諮
問

の
あ
っ

た
二

問
(
第
一

は
、

養
蚕
と
普
通
凹一民
事
と
の

衝
突
を
防
ぐ
方
法
如
何
、

第
二
に
、

害
虫
駆
除
予

防
法
実
施
後
町
村
の

感
勢
如
何
)
、

佐
久
間
場
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
試
験
場
関
係
の
五
問
、

計
九
聞
が

協
議
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、

勧
農
社
実
業
教
師
た
ち
の
遠
里
改
良
法
の

具
体
的
適
用
と
い

う
従
来
の

協

議
会
の

目
的
は
全
く
飛
ん
で
し
ま
っ

て
い
る
。

も
は
や
、

県
立
農
事
試
験
場
を
会
場
と
し
て
は
じ
め
て

開
設
さ
れ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

協
議
会
開
催
の
主
導
権
は
試
験
場
の

側
に
渡
っ

て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、

勧
凶一民
社
実
業
教
師
が
多
く
メ
ン
バ

ー
と
し
て
顔
を
揃
え
て
い
る
と
し

て
も
、

そ
の

実
態
は
前
年
度
ま
で
の

も
の
と
は
全
く
趣
を
異
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
論
議
さ
れ
た
題
目
の

う
ち
、

知
事
よ
り
諮
問
の
あ
っ

た

第
一

の

問
題
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
養

蚕
は
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

「
早
く
植
ゑ
て
成
る
可
く
衝
突
せ
し
め.
さ
る
こ
と
を
可
と
す
べ

2
創刊
》

し
」

と
し
、

遅
植
の

改

善
が

求
め
ら
れ
た
。

し
か
し
こ
れ
と
て
も
裏
作
と
の
関
連
も
あ

り
、

養
蚕、

稲

作、

裏
作
三

者
の

作
期
の

問
題
を
調
査
研
究
の
上
、

知
事
に
最
終
的
に
答
申
す
る
と
結
論
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

諮
問
第
二
の

問
題
は
、

実
業
教
師
た
ち
の

休
験
談
が
語
ら
れ
、

お
そ
ら
く
古
川
の
発
言
で
あ
ろ
う
、

2

2mc

 

「
小
県
郡
の

如
き
は
、

苗
代
に
於
け
る
害
虫
駆
除
も
能
く
行
ふ
に
至
れ
り
」

と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

げ

選
種
法
に
つ
い
て
は
、

「
充
分
に
試
験
を
積
み
て
確
実
な
る
良
法
を
得
る
ま
で
は
、

其
方
法
は
塩
水
』

円

割
V

探
と

唐
箕
撰
と
に
係
は
ら
ず
、

過
熟
せ
ざ
る
量
目
の
多
き
も
の
を
採
っ

て
以
て
種
子
と
為
す
を
可
」

と

さ
れ
、

浸
種
法
に
つ
い
て
は
、

一
寒
水
浸
は
発
芽
後
続
時
の
間
は
人
の

自
を
惹
く
に
足
る
も
、

収
穫
に

至
っ

て
は
却
っ

て
反
対
と
な
る
も
の
な
り
と
の
説
も
起
れ
る
今
日
な
る
に
付
、

充
分
の

試
験
を
経
て
確

な
る
証
跡
を
得
る
ま
で
は
、

農
民
を
し
て
成
る
可
く
危
き
に
近
寄
ら
し
め
ざ
る
や
う
に
為
す
べ

し
と
の

円

円以
】

説
に
帰
着
せ

り
」

と
い

う
も
の
で
あ
っ

た
。

実
業
教
師
た
ち
へ

の

気
遣
い
か
、

そ
の
理
由
付
け
と
し
て

「
一

度
失
敗
す
る
時
は
、

他
に
如
何
に
良
好
な
る
こ
と
あ

り
て
も
、

容
易
に
農
民
を
し
て
信
ぜ
し
む
る

【

日v

こ
と
能
は
ざ
る
も
の
に
て
、

改
良
奨
励
上
の

妨
げ
と
な
る
に
依
れ
ば
な
り
」

と
し
て
い
る
。

し
か
し
、

寒
水
浸
法
が

実
質
的
に
排
除
さ
れ
た
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く、

さ
ら
に
、

選
種
法
と
し
て
も
塩
水
選
種

法
と

唐
箕
選
法
だ
け
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。

多
数
参
加
し
た

実
業
教
師
に
と
っ

て
は
、

協
議
会
が
主
導
的
に
独
自
に
開
催
で
き
な
か
っ

た
こ
と
や
、

今
ま
で

勧
良
社
実
業
教
師
と
し
て
指
導
し
て
き
た
改
良
法
の
一

つ
の
柱
で
あ
る
寒
水
浸
法
の

実
質
的
排

除
の

事
態
に
直
面
し
て
、

お
そ
ら
く
当
惑
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

勧
農
社
実
業
教
師
た
ち
の

多
く
は
こ
の

事
態
を
最
終
的
に
は
許
容
し
、

そ
の

後
も
そ
の
ま
ま

実
業
教
師
と
し
て
各
郡
で
活
動
を
継

続
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の

時
期
、

町
村
股
会
、

郡
内民
会
が

県
下
で
続
々

創
設
さ
れ
て
い
く
。

そ
れ
ま
で
の

各
級
の

勧
業
会

も
そ
れ
ぞ
れ
の

段
階
の

股
会
に
次
対日
え
し
始
め
て
い
た
。

実
業
教
師
た
ち
も
少
な
か
ら
ず
そ
の

変
化
に

対
応
し
て
、

郡
山μ一
応
か
ら
段
会一
服
の
教
師
へ

と
転
身
し
て
い
っ

た
。

小
県
郡
に
樗
用
さ
れ
て
い
た

古
川
円
切川
V

は
、

m
門民
会
設
立

準
備
段
階
か
ら
そ
の

中
心
と
し
て
働
き
、

発
起
総
会
で
は
創
立
仮
理
事
に
選
出
さ

れ、
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発
会
式
の
役
員
選
挙
で
は
副
会
長
に
選
出
さ
れ
、

ま
た
農
学
士
ら
と
並
ん
で
彼
に
郡
農
会
の
農
芸
委
員

ハ
臥四》

が

嘱

託

さ

れ

て

い

る
。

北

佐

久

郡

で

は
、

従

来

二

名

の

実

業

教

師

を

轄

用

し

て

い

た

が
、

明

治

三
一

年

度

か

ら

は

郡

事

業

と

し

て

は

全

廃

し
、

一

名

(

神

代

米

吉
)

を

解
一

履

・

帰

福

さ

せ
、

一

名

(

榊

兵

三
〉

《
muu

を

郡

鹿

会
一

庭

と

し

て

い

る
。

明

治

三

二

年

四

月

に

設

立

さ

れ

た

上

高

井

郡

農

会

で

は
、

蓑

田

友

吉

が

特

内
凶UFV

別

会

員

に

選

定

さ

れ

て

い

る
。

以

上

の

よ

う

に
、

こ

れ

ら

の

転

身

ぶ

り

は
、

長

野

県

の

勧

業

政

策

が

全

体

と

し

て

老

農

型

の

農

事

指

導

体

制

か

ら

民

事

試

験

場

型

の

そ

れ

へ

と

大

き

く

シ

フ

ト

し

て

い

く

な

か

で
、

彼

ら

が

農

事

試

験

場

を

頂

点

と

し
、

村

ー

郡

l

県

各

レ

ベ

ル

で

創

設

さ

れ

る

系

統

農

会

を

通

し

た

農

事

指

導

体

制

の

中

に

実

質

的

に

同

化

吸

収

さ

れ

て

い

っ

た

こ

と

を

意

味

し

た
。

こ

の

こ

と

は
、

さ

ら

に
、

彼

ら

が

一

つ

の

体

系

立

っ

た

遠

里

改

良

法

の

普

及

者

と

し

て

そ

の

役

割

を

終

え

た

こ

と

を

も

意

味

し

た
。

し

か

し
、

そ

の

一

方

で
、

熟

練

し

た

福

岡

の

農

業

者

と

し

て

自

ら

の

手

腕

を

発

揮

し

て
、

新

た

な

農

業

指

導

者

に

衣

替

え

す

る

こ

と

で

も

あ

っ

た

の

で

あ

る
。

彼

ら

が

依

っ

て

立

つ

勧

農

社

自

体

が
、

こ

の

時

期

に

は

各

府

県

に

残

さ

れ

た

数

少

な

い

教

師

た

ち

の

活

動

以

外

に

は

そ

の

実

態

を

な

く

し

つ

つ

あ

っ

た

と

い

う

こ

と

が
、

お

そ

ら

く
、

こ

の

よ

う

な

変

わ

り

身

の

促

迫

条

件

に

な

っ

た

こ

と

は

想

像

に

難

く

な

い
。

第

二

節

長

野

県

に

お

け

る

改

良

法

導

入

の

意

図

遠

里

稲

作

改

良

法

を

導

入

し

よ

う

と

し

た

県

勧

業

当

局

の

政

策

的

意

図

は
、

知

事

に

宛

て

た

清

水

県

内
到》

属

の

明

治

二

七

年

度

米

作

改

良

試

験

に

つ

い

て

の

「
復

命

書
」

の

中

に

端

的

に

表

現

さ

れ

て

い

る
G

然

れ

ど

も
、

以

上

は

(

改

良

作

に

よ

る

反

当

収

量

の

増

加

!

注

西

村
)

唯

改

良

作

が

米

作
一

毛

に

3

対

し

て

与

ふ

る

と

こ

ろ

の

利

益

を

計

算

し

た

る

の

み
、

若

夫

れ

改

良

作

の

要

件

た

る

馬

耕

に

拠

り

げ

て

労

力

を

省

き

つ

〉
、

作

土

を

増

加

し
、

随

て

裏

作

の

収

穫

を

増

進

す

る

の

利

益

を

合

算

せ

ば
、

改

良

作

の

総

収

益

は

更

に

著

大

と

な

る

べ

し
、

況

ん

や

改

良

作

に

拠

れ

ば

従

来

の

一

毛

田

を

変

じ

て

二

毛

田

と

な

す

こ

と

易

々

た

る

こ

と

に

し

て
、

試

作

人

中

こ

の

利

恵

に

頼

れ

る

も

の

少

な

か

ら

ざ

る

に

於

て

お

や

改

良

作

が

肥

料

の

節

減

を

為

す

や

決

し

て

漠

然

之

を

減

少

す

る

に

あ

ら

ず
、

之

を

材

料

に

鑑

み
、

之

を

地

味

に

考

へ
、

以

て

其

調

製

及

施

用

の

上

に

於

て

大

に

割

酌

を

加

ふ

る

に

あ

り

改

良

法

導

入

に

よ

り

反

当

収

量

の

増

大

に

と

ど

ま

ら

ず
、

馬

耕

に

よ

る

省

力

化
、

作

土

の

増

加
、

二

毛

作

化
、

節

肥

な

ど

の

効

果

が

あ

る

と

認

識

さ

れ

て

い

た

の

で

あ

る
。

さ

ら

に
、

改

良

法

導

入

は
、

そ

う

い

っ

た

効

果

と

と

も

に
、

稲

作

に

限

ら

ず
、

選

種
、

深

耕
、

施

肥

明白FV

な

ど
、

い

ず

れ

を

と

っ

て

も

農

業

生

産

全

般

に

わ

た

る

改

良

の

効

果

が

あ

る

と

も

考

え

ら

れ

た
。

し

か

し
、

こ

う

い

っ

た

全

般

的

な

農

業

発

展

へ

の

貢

献

と

い

う

期

待

と

と

も

に
、

実

は

改

良

法

導

入

に

よ

っ

て

解

決

さ

れ

る

べ

き

問

題

点

が

長

野

県

で

は

横

た

わ

っ

て

い

た
。

す

な

わ

ち
、

明

治

期

に

お

け

る

養

蚕

業

の

発

展

に

よ

り

「

養

蚕

王

国
」

の

地

位

を

確

立

し

つ

つ

あ

っ

た

長

野

県
、

特

に

春

蚕

生

産

の

比

毛

の

高

い

北

信

地

方

で

は
、

益

蚕

に

お

け

る

春

蚕

飼

育

の

繁

忙

期

と
、

麦

作

の

収

穫

期
、

稲

作

の

本

田

移

植

朋

の

繁

忙

期

と

が

競

合

し
、

そ

の

た

め

普

通

農

事

が

粗

放

に

流

れ

つ

つ

あ

っ

た

と

い

う

こ

と

で

あ

る
。

養

蚕

業

全

般

に

お

け

る

春

蚕

の

占

め

る

比

率

は
、

第

7

1

3

表

に

み

ら

れ

る

よ

う

に
、

諏

訪
、

東

筑

摩

両

郎

以

外

当

時

の

長

野

県

で

は
、

い

ま

だ

夏

秋

蚕

に

対

し

て

大

き

か

っ

た
。

こ

の

繁

忙

別

の

競

合

回

避

は
、

養

蚕

業

の

側

で

は
、

そ

の

比

重

を

夏

秋

蚕

に

移

し

て

行

く

こ

と

に

よ

り
、

他

万

普

通

股

引

の

側

で

は
、

表

裏

作

と

も

に

作

期

移

動

の

た

め

の

種

々

の

技

術

改

良

に

よ

り
、



多'1-3表 県下養蚕農家一戸当収穫高及び比率(明治昨調査)

春 夏 手大 三ロ〉、 雪ロ牛l 

南佐久郡 1.610(66.4) 458 (18. 9) 358(17.8) 2.426(100.0) 

北佐久郡 936 (51 :0) 496 (27.0) 403 (22.0) 1.835(100.0) 

小 県 郡 2.136(46.5) 1. 559 (33.9) 903(19.6) 4.598(100.0) 

諏 訪 郡 872 (36 .1) 1，036(43.0) 506 (21.0) 2，414(100.0) 

上伊那郡 922 (40. 2) 734 (32.0) 637 (27.8) 2.293 (100.0) 

下伊那郡 3.600(71.3) 955 (18. 9) 491 ( 9.7) 5 . 046 (100 . 0 ) 

西筑摩郡 1.125 (46.3) 825 (34.0) 479 (19.7) 2.429(100.0) 

東筑摩郡 1. 745 (24.6) 3.532 (49. 9) 1.804 (25.5) 7.081(100.0) 

南安曇郡 1 . 809 (49 . 8) 1.151 (31. 7) 674(18.5) 3.634(100.0) 

北安曇郡 852 (38 .1) 696 (31.1) 691(30.9) 2.239(100.0) 

更 級 郡 2，085(52.6) 851 (21.5) 1.027 (25.9) 3.963(100.0) 

埴 科 郡 2.089 (52.9) 1 ，056 (26 . 7) 806 (20.4) 3.951 (100.0) 

下高井郡 1. 902 (58.4) 536 (16.5) 819(25.1) 3.257(100.0) 

上高井郡 1.109(48.7) 671 (29.5) 497 (21. 8) 2.277 (100.0) 

上水内郡 2.485(55.3) 734 (16.3) 1.277 (28.4) 4.496(100.0) 

下水内郡 571(42.6) 367 (27.4) 402 (30.0) 1.340(100.0) 

(i主) r1言渡殖産協会J第41号J明治30年5月)所収「県下養蚕家一戸並婦立養蚕一枚に付
収穫Jにより作成。単位:合、%。

一 /_tj -/ 



そ
の

達

成
が

意

図
さ

れ
た
の

で

あ
る
口

改
良
法
は
在
来
法
に
比
し
て
ど
の
よ
う
な
省
力
効
果
を
持
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

輪
村
で
の
試
作
田
の
労
働
生
産
性
比
較
を
第
7
1
4
表
で
検
討
し
た
い
。

全
体
と
し
て
、

改
良
法
の
方
が
一
・

七
五
人、

0
・

三
頭、

金
額
に
し
て
一

円
二
二
銭
一

厘
の
省
力

化
が
実
現
し
て
い
る
。

し
か
し
、

項
目
ご
と
に
詳
細
に
検
討
し
た
場
合、

全
て
に
わ
た
っ

て
改
良
法
が

省
力
的
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

改
良
法
が
多
労
で
あ
る
の
は
、

①
(
プ
ラ
ス
一

七
銭
二
厘
)
、

②
(
プ
ラ
ス
四
銭
五
厘
)
、

④
(
プ

ラ
ス
一

円
三
五
銭
)
、

⑫
(
プ
ラ
ス
一

二
銭
五
厘
)
、

⑪
(
プ
ラ
ス
一

八
銭
)

の
作
業
で
あ
る
。

①
の

選
種
と
④
の
苗
代
害
虫
駆
除
及
び
管
理
は
在
来
法
に
比
し
て
そ
の
多
労
性
は
特
に
際
立
っ

て
い
る
。

⑫

の
増
加
は
、

正
条
植
え
に
使
用
す
る
縄
張
り
労
働
が
加
わ
る
た
め
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、

改
良
法
が
省
力
的
で
あ
る
の
は
、

③
(
マ
イ
ナ
ス
九
O
銭
)
、

⑤
(
マ
イ
ナ
ス
四

五
銭
)
、

⑥
(
マ
イ
ナ
ス
二
四
銭
)
、

③
(
マ
イ
ナ
ス
七
銭
七
厘
)
、

⑨
(
マ
イ
ナ
ス
一

五
銭
)
、

⑬

(
マ
イ
ナ
ス

二
ハ
銭
)
、

⑪
(
マ
イ
ナ
ス
二
四
銭
〉
、

⑬
(
マ
イ
ナ
ス
五
銭
四
厘
)
、

⑬
(
マ
イ
ナ
ス

七
銭
二
厘
)

の
作
業
で
あ
る
。

以
上
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

苗
代
関
係
作
業
は
多
労
で
あ
り、

そ
の
一

方
で
本
田
の
準
備
か
ら
田
植

え
ま
で
の
作
業
は
省
力
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り、

改
良
法
で
の
作
業
の
労
働
力
密
度
に
濃
淡
が
あ
り、

改
良
法
が
お
し
な
べ
て
多
労
に
よ
る
多
収
穫
を
実
現
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、

さ

き
ほ
ど
の
繁
忙
期
競
合
の
回
避
と
い
う
点
か
ら
必
要
と
さ
れ
た
の
は
、

こ
の
本
田
準
備
か
ら
田
植
え
期

ま
で
の
作
業
省
力
化
で
あ
り、

そ
の
意
味
で
は
、

そ
れ
は
馬
耕
を
中
心
と
し
た
本
田
準
備
作
業
の
効
率
一

化
に
よ
っ

て
実
現
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

4

次
に
こ
の
繁
忙
期
競
合
の
回
避
と
し
て
必
要
と
さ
れ
た
の
は
、

麦
作
改
良
に
よ
る
裏
作
の
作
期
移
動

げ

で
あ
る
。

ま
ず
、

県
下
各
郡
で
の
明
治
二
九
年
(
一

八
九
六
)

の
田
裏
作
と
し
て
の
麦
作
の
状
況
を
第

7
1
5
表
で
示
し
た
。

裏
作
(
田
麦
作
)

率
が
県
平
均
一

五
・

三
四
%
よ
り
も
高
い
の
は
、

小
県
郡
(
一

九
・

三
七
%
)
、

下
伊
那
郡
(
二
七
・

八
O
%
〉
、

南
安
曇
郡
(
一

五
・

六
八
%
)
、

更
級
郡
(
六
0.

七
八
%
〉
、

埴

科
郡
(
八
二
・

三
四
%
)
、

上
水
内
郡
(

た
こ
と
が
わ
か
る
O

前
述
の
よ
う
に
、

北
信
地
方
は
春
蚕
飼
育
の
本
場
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

繁
忙
期

の
回
避
と
い
う
意
味
で
、

技
術
改
良
に
よ
る
麦
作
の
作
期
移
動
は
、

特
に
同
地
方
を
中
心
と
し
て
重
要

性
を
持
っ

て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

「
信
濃
毎
日
新
聞
』

に
掲
載
さ
れ
た
「
米
作
改
良
は
其
基
麦
作
改
良
に
在
り
」

と
い
う
記
事
で
は
在

来
の
麦
作
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

在
来
の
法
は
晩
麦
を
作
り、

彼
岸
過
ぎ
て
の
麦
の
肥
と
て
、

彼
岸
後
の
施
肥
は
役
に
立
た
ぬ
も
の

な
り
と
の
雪
へ
さ
え
あ
る
に
拘
は
ら
ず、

遅
く
ま
で
肥
を
施
す
に
依
り、

草
ば
か
り
生
長
し
て
成

熟
は
一

層
後
れ
、

春
蚕
は
巳
に
上
族
期
に
迫
れ
る
に
、

麦
は
未
だ
苅
り
得
ず、

其
中
、

田
植
の
時

は
来
る
と
云
ふ
有
線
に
て
、

何
れ
も
後
れ
て
多
忙
の
重
な
る
も
其
原
は
全
く
麦
作
の
方
法
宜
し
か

ら
ざ
る
に
あ
る
の
持v

彼
岸
が
過
ぎ
て
か
ら
の
追
肥
と
い
っ
た
肥
料
過
剰
な
状
況
は
、

前
述
の
遠
里
に
宛
て
た
山
部
の
書
簡

に
も
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

晩
熟
品
種
の
栽
培
と
相
ま
っ

て
、
一

一層
の
麦
の
晩
熟
化
を
強
め
る
こ

と
に
な
る
。

そ
の
結
果、

「
廿淀
川刈、

収
繭、

田
植
三
つ
最
多
忙
を
態
々
一

時
に
持
ち
込
み
来
る
や
う
に

な
し
置
き

テ
ン
テ
コ

舞
ひ
を
な
し
て
夜
の

を
見
ず
に
働
き
た
る
結
果、

何
れ
も
不
完
全
な
る
点
無

上

水
内
郡
三



京7-4表 改良作・在来作の反別労働生産性比較(明治28年)

改 良 作 在 来 作

作業内容 人数・頭数 価格 人数・頭数 価侍

①選 種 延1.40人 0.210 延0.25人. 0.038 

②苗代仕立・播種まで 延1.00人 0.'180 延0.75人 0.135 

③苗 代水廻り 一 延5.00人 0.900 

③苗代害虫駆除及び管理 延8.00人 1.440 延0.50人 0.090 

⑤本 田 耕 鋤 0.50人・0.50頭 0.300 3.00人 0.750 

⑤塊おろし ・畦こしらえ 一 一 女2.00人 0.240 

⑦施 肥 人 夫 2.00人 0.400 2.00人 0.400 

③畦 ぬ り 0.15人 0.033 0.50人 0.110 

⑦

⑬

代

代

草ちらし 一 0.50人 0.150 

掻 き 0.40人・0.40頭 0.320 0.60人・0.60頭 0.480 

⑪同 口 取 り 一 0.60人 0.240 

⑫田値苗配り 2.50人 0.625 2.00人 0.500 

⑬一 番 除 草 1. 20人 0.216 1. 50人 0.270 

⑬二 番 除 草 1.00人 0.180 1.40人 0.252 

⑬三 番 除 草 1.40人 0.252 1.40人 0.252 

⑬四 番 除 草 1.40人 0.252 1.40人 0.252 

⑫五 番 除 草 1.00人 0.180 

⑬縮 メIJ り 1. 50人 0.375 1. 50人 0.375 

⑬稗 抜 き 一 延0.50人 0.750 

⑫稲 扱 き 2.00人 0.500 2.00人 0.500 

合計 25.45人. 0.90頭 5.463 27.40人・0.6頭 6.684 

(注) ffgi.農勉産協会雑誌J第40号(明治30年3月)所収「上水内郡米作改良の効果一覧J

により作成。 単位:人、 頭、 円。
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第ヲづ表 県下各郡田裏作(麦作)作付反別(明治29年

①田反別 ②大麦 ③裸麦 ④小麦 ②+③+④ 麦作率

南佐久郡 3.407.9 10.9 0.0 0.0 10.9 0.32 

北佐久郡 5.196.2 143.2 0.6 7.1 150.9 2.90 

小県郡 6.597.1 939.5 0.0 338.5 1.278.0 19.37 

諏訪郡 5.832.5 5.5 0.0 0.0 5.5 0.09 I 
上伊那郡 6.540.0 439.6 1.2 19.2 460.0 7.03 

下伊那郡 6.250.9 1.644.9 68.7 24.1 1. 737.7 27.80 

西筑摩郡 1.827.2 165.9 0.4 7.6 173.9 9.52 

東筑摩郡 6.461.2 427.5 0.0 57.8 485.3 7.51 

南安曇郡 4.557.2 635.7 0.0 79.0 714.7 15.68 

北安曇郡 3.936.8 41.9 0.0 9.7 51.6 1. 31 

更級郡 3.973.2 901. 4 0.5 1.513.1 2.415.0 60.78 

埴科郡 1.291.3 482.8 0.0 580.5 1.063.3 82.34 

上高井郡 1.605.6 4.5 0.0 61. 4 65.9 4.10 

下高井郡 3.356.9 62.3 0.3 8.6 71. 2 2.12 

上水内郡 5.835.9 1.307.6 0.0 548.3 1.855.9 31.80 

下水内郡 2.173.4 19.6 0.0 1.3 20.9 0.96 

計 68.843.3 7.232.8 71. 7 3.256.2 10.560.7 15.34 

(注) r信i農殖産協会雑誌j第35号(明治29年10月)及びf長野県統計舎J (明治29年)より

作成。 単位:反. %。
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ハけmww

き
能
は.
さ
る
こ
と
、
な
り
居
る
も
の
な
り」
と
い
う
状
態
と
な
っ
た。

そ

の

解

決

の

た

め

に

は
、

「

種

類
、

馬

耕
、

肥

料

の

三

者

を

以

て

せ

ば

従

来

の

弊

を

一

洗

し

得

べ

い
J
V

と

し

て

い

る

。

す

な

わ

ち
、

品

極

と

し

て

は

「

米

裸

と

称

す

る

麦

の

中

に

て

も

最

も

上

等

な

る

早

熟

の

も

の

を

作

る

こ

と
→
で

あ

り
、

馬

耕

に

よ

り

「

陽

気

を

深

く

土

中

に

鋤

き

込

仏
イ
、

さ

ら

に

施

肥

の

場

合

も

「

期

を

早

め

て
、

縦

令

ば

麦

作

中

に

十

の

肥

料

を

施

す

も

の

と

す

れ

ば

、

其

六

は

蒔

く

前

に

施

し

、

其

四

は

旧

正

月

中

に

施

す

や

う

に

」

す

る

。

そ

う

す

れ

ば
、

全

体

と

し

て

麦

の

成

熟

化

が

早

ま

り
、

麦

の

刈

り

取

り

の

後
、

蚕

を

上

族

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

。

そ

し

て

、

馬

耕

に

よ

り

麦

作

跡

の

「

畝

崩

し

」

も

極

め

て

楽

で

あ

り
、

そ

の

結

果

田

植

え

も

す

み

や

か

に

行

う

こ

と

が

で

き
、

三

者

と

も

に

順

調

に

作

業

が

流

れ
、

し

か

も

そ

の

結

果

は

満

足

す

る

も

の

で

あ

る

と

し

ヲ

以

上

の

よ

う

に
、

明

治

二

0

年

代

の

長

野

県

に

お

い

て
、

特

に

春

蚕

飼

育

の

比

重

が

高

か

っ

た

北

信

地

方

に

お

い

て

は
、

養

蚕

と

普

通

農

事

(

稲

作

と

麦

作

)

と

の

繁

忙

期

競

合

を

回

避

す

る

た

め

に
、

改

良

法

に

期

待

が

か

け

ら

れ
、

そ

の

導

入

が

意

図

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

こ

う

い

っ

た

改

良

法

の

総

合

的

効

果

の

中

で
、

「

省

力

」

効

果

と

い

う

意

味

で

馬

耕

技

術

の

導

入

普

及

は

特

に

大

き

な

意

味

を

持

っ

て

い

た

。

馬

耕

を

導

入

す

る

と

い

う

こ

と

は
、

人

力

か

ら

器

械

力

へ

の

一

大

転

換

で

あ

り
、

馬

耕

用

具

の

調

整

(

特

に

深

耕

を

可

能

に

し

た

整

)

、

そ

れ

を

装

着

し

た

馬

を

思

う

が

ま

ま

に

操

縦

で

き

る

馬

耕

技

術

の

伝

習

が

必

要

で

あ

っ

た

。

長

野

県

は

古

く

か

ら

の

馬

産

地

で

、

在

来

法

で

は

代

掻

き

作

業

で

口

取

り

を

含

め

二

名

で

馬

を

使

役

し

て

い

た

こ

と

か

ら
、

上

記

二

つ

の

課

題

が

達

成

さ

れ
、

各

地

方

ご

と

で

の

馬

の

調

達

が

順

調

に

進

め

ば
、

そ

の

普

及

は

可

能

で

あ

っ

た

ろ

う
。

勧

農

社

実

業

教

師

が

特

に

馬

耕

教

師

と

し

て

重

宝

が

ら

れ
、

馬

耕

全

般

の

伝

習

に

関

わ

る

こ

と

が

期

一

待

さ

れ

た

の

に

は
、

そ

う

い

っ

た

理

由

が

あ

っ

た

の

で

あ

る

。

そ

し

て
、

福

岡

の

慣

行

耕

転

技

術

と

し

5

て

の

馬

耕

技

術

を

充

分

に

身

に

つ

け

て

い

た

が

ゆ

え

に
、

彼

ら

は

そ

の

期

待

に

応

え

得

た

の

で

あ

る

。

げ

第

三

節

馬

耕

の

導

入

と

普

及

馬

耕

競

整

会

の

開

催

長

野

県

に

導

入

さ

れ

た

改

良

法

の

内
、

馬

耕

技

術

の

伝

習

・

普

及

は

農

作

業

繁

忙

期

の

競

合

を

回

避

す

る

と

い

う

特

別

な

意

義

を

持

っ

て

い

た

。

そ

れ

ゆ

え
、

県

下

各

地

に

轄

用

さ

れ

た

実

業

教

師

た

ち

に

対

し

て
、

改

良

法

技

術

シ

ス

テ

ム

の

中

で

も

馬

耕

技

術

の

伝

習

が

特

に

望

ま

れ

た

こ

と

は

い

う

ま

で

も

な

し明

治

二

七

年

(

一

八

九

四

)

一

一

月

に

更

級

郡

更

級

村

須

坂

に

お

い

て

県

下

で

は

じ

め

て

馬

耕

競

整

会

が

開

催

さ

れ

た

。

前

述

の

よ

う

に
、

同

地

は

「

農

事

熱

心

家

」

坂

田

寅

治

郎

の

居

村

で

あ

り
、

明

治

二

五

年

五

月

に

原

因

が

赴

任

し

た

折

に

坂

田

と

と

も

に

は

じ

め

て

馬

耕

を

施

し

た

土

地

で

も

あ

り
、

県

下

馬

耕

普

及

の

発

火

点

と

な

っ

た

と

こ

ろ

で

あ

る

。

競

整

会

当

日

の

様

子

を

「

信

濃

毎

日

新

聞

』

は

次

合倒V

の

よ

う

に

伝

え

て

い

る

。

。

馬

耕

競

翠

会

予

期

の

如

く

一

昨

々

二

十

二

日

を

以

て

更

級

郡

更

級

村

の

須

坂

に

於

て

催

し

た

る

同

会

の

模

様

を

聞

く

に
、

来

会

せ

る

馬

十

三

頭
、

内

十

一

頭

を

以

て

竪

三

十

二

問
、

横

三

十

問

の

地

及

竪

二

十

問
、

横

三

十

間

の

地

を

適

宜

に

耕

す

こ

と

、

定

め

、

畝

打

・

平

打

の

競

争

を

行

ひ
、

黄

昏

に

至

っ

て

耕

し

終

る

や

審

査

長

た

る

改

良

教

師

原

田

勝

三

郎

氏

は
、

審

査

の

結

果

一

等

一

人
、

二

等

一

人
、

三

等

七

人
、

四

等

二

人
、

五

等

一

人

と

報

告

し

粟

屋

郡

長

よ

り

(

自

費

)

鋤

先

清

水

県

属

よ

り

(

自

費

)

農

業

全

書

を

夫

々

賞

与

し

た

り



当
日

臨

場
し
た

る
は
北

佐
久
郡
会
議
員
〈
試
作
人
〉

小
山
量

平

岡
郡
役
所

農
商
主
任
上

原
修
、

岩
村
田
町
長
遠
藤
善
九
郎
、

上
水
内
郡
役
所
の

早
川
繁
夫
、

埴
科
郡
役
所
の
三
浦
義
備、

更
級
郡

役
所
の
里
見
純
等
の
諸
氏
及
び
参
観
の
た
め
来
れ
る
は
上

水
内 、

上
高
井 、

下
高
井 、

小
県 、

南

北
佐

久
の
実
業
家
に
し
て

、

粟
屋
郡
長
も
石
田
氏
を
随
へ
て
終
日
参
観
し
、

甚
だ
盛

会
を
極
め

、

殊
に
十
三
歳
の
少

年
が
三
歳
の
馬
を
率
ゐ
て
自
由
自
在
に
畝
打
・

平
打
を
行
ひ

、

天
晴
れ
大
人
一

人
前
の
仕
事
を
為
し
た
る
に
は
人
々
其
熟
練
を
驚
嘆
し
た
り 、

競
整

会
は
木
県
下
に
於
て
は
之
を

哨
矢
と
せ
る
が

、

互
に
益
す
る
処
少
々
と
な
さ
v

る
に
付
き 、

第
二
回

も
追
て
開
か
る
可
き
が

、

馬
耕
に
志
す
者
大
に
増
加
し
来
り
た
れ
ば

、

回
を
逐
ふ
て
益
々
盛
大
に
至
る
べ
し
と
云
ふ

当
日
馬

二
ニ
頭 、

そ
の
内
一
一

頭
が

競
技
に
参
加
し
た

。

審
査
結
果
の
発
表
の
の
ち、

受
賞
者
に
は

賞
品
と
し
て
郡
長
か
ら
は
鋤
先

、

清
水
県
属
か
ら
は
「
農
業
全
書
』

が
贈
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

臨
場
者

な
ら
び
に
参
観
者
は

、

更
級
郡
は
い
う
に
及
ば
ず 、

近
郡
の
町
村
長 、

郡
書
記
と
と
も
に

、

上
水

内 、

上
高
井 、

下
高
井 、

小
県 、

南
北
佐

久
の
実
業
家
で
あ
っ

た
。

盛
会
を
極
め

、

特
に
注
目
さ
れ
た
の
が

十
三
歳
の
少

年
が
三
歳
の
馬
を
自
由
自
在
に
操
り 、

大
人
一

人
前
の

耕
転
を
行
っ

た
こ
と
で
あ
っ

た
。

お
そ
ら
く
坂
田
は

会
全
休
の
世
話
役
に
徹
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
原
田
は
こ
の
馬

耕
競
翠

会
の
審
査
長
を
務
め
た
の
で
あ
る
。

明
治
=
二

年
(
一

八
九
八
)
一

二
月
ま
で
で
あ
る
が

、

県
下
で
の
馬

耕
競
整

会
(
馬

耕
技
術
試
験
を

含
む
)

の
開
催
状
況
を
第
7
1
6
表
に
ま
と
め
た

。

実
業
教
師
特
用
が
各
郡
で
盛
ん
に
な
る
に
し
た
が
い

、

徐
々
に
開
催
が
県
下
各
郡
に
広
が
り 、

開
催

度
数
も
多
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う 。

下
伊
那
郡
以
外
で
は
そ
の
審
査
員
に
ほ
と
ん
ど

勧
農
社
実
業
教
師
が
就
い
て
い
る
が

、

明
治
=
二

年
(
一

八
九
八
)

以
降
に
は
農
事
試
験
場
長
が
審
査

6

委
員
長
に
就
く
状
況
も
生
ま
れ
て
き
た

。

げ

こ
れ
ら

競
整

会
の
内 、

そ
の
審
査
内
容
が
わ
か
る
い
く

つ
か
を

第
7
1
7
表
に
ま
と
め
た

。

第
7
!
?
表

競
翠

会
等
審
査
内
容

。 馬。 の 馬O 点器O 馬O
第 の第 八耕北 で具北 の 第
一 使一 科器安 採付佐 使二
回 役回 目具曇 点け久 周囲

、
上 を装郡 。 方郡

、
更

"lR l、 �水 審着第
、

5立Z兄立 耕級
君日 勢内 査

、
姿主担 方郡

，馬
、

郡 o �助回 勢会 の馬
剥ト 遅馬 方馬

、
深耕r--. 

立兄兄也 述耕 姿耕 深明 浅競
主P. 勢競 浅治

、
主主

よヱ』ミ 深験
、

翌 の 二 土会
/戸、、 浅( 耕会 度。 塊(

明 明 転(
、

年 の 明
治 斉治 深明 塊四 整治

整 = 浅治 打月 否二一一

。 のO
、 ー一一

ち開
、 J\一

年 五年 鋤O 方催 畝年
五 科五 道年

、 \ーノ
形五

月 目月 直 = 枕
、

月
、、J

各開 曲月 口 体関
々 催 B月 整 姿催
一 \ーJ

打催 否
、 \...../

。 塊
) 、

耕
。 整 各 鋤

占 理 々 時
、 、

間一
各 枕 。
手↓ 口 占 つ

目 規
、

し、

平 律 l口L て
均

、
計 審

し 時 一 査
て 間 。

。

採 の 。
占 遅 占

。
速 満



第 クー6表 県下競整会等開催状況

日 時 場 所 規慎(鈍1:!人数・頭数) 1席 考

M27/11/22 更級郡更級村 馬13頭 更級郡第一回、 審査長原田勝三郎
M27/121ー 下伊那郡 126名 第一回馬耕1;2使用技術試験
M28/3/30-31 下伊那郡伊賀良村 145名 審査員中村義太郎・北原大八
M28/5/5 更級郡川柳村 更級郡第二回、 審査員山部信、 坂田寅治郎
M29/3/15-16 埴科郡森村
M29/4/18-19 更級郡八幡村 57名 更級郡第三回、 審査員品川保右衛門、 古藤又次郎、 坂田寅治郎
M29/8120 上水内郡古問村 76名 馬耕伝習会、 長沼信吉招鴨
M29/10/23 上水内郡南小川村 馬耕伝習会、 実業教師招月号
M29/1ν- 南佐久郡臼田村 馬数10頭
M30/3/22 北安曇郡社村 北安曇郡第一回、 審査員清水三男熊、 古藤又次郎
M30/4/11 北佐久郡岩村田町 50余名、 馬30余頭 審査員榊兵三、 神代米吉、 森下岩吉
M30/4/26 南佐久郡南牧村 40余名 神代米吉招鴨
M30/5/5-6 上水内郡三輪村 第一回馬耕試験、 審査員原田勝三郎、 品川保右衛門、 原友三郎
M30/5/19-20 更級郡 更級郡第四回、 品川保右衛門出張
M30/5127 小県郡城下村 49名、 馬20頭 小県郡第一回、 審査員清水三男熊、 森下文七、 榊兵三、 古川列ー
M30/1ν21 南佐久郡野沢町 審査員森下岩吉、 神代米吉、 古川列ー
M3ν4/3 南佐久郡栄村
M3114/22 東筑摩郡松本村
M31/4/25-26 上高井郡日野村 審査委員長品川保右衛門
M31/5/3 小県郡域下村 33名 小県郡第二回、 審査委員長佐久間試験場長
M31/5/3 北佐久郡岩村田町 46頭 審査主任中沢誠一郡農会長、 榊兵三郡農会教師
M3ν5/5-7 更級郡信田村 101名 更級郡第五回
M3ν5/10-11 上水内郡三輪村 103名 審査員蓑田友吉、 原田勝三郎、 坂本麻太郎各教師、 原友三郎、 米山慶作
M3νiν24 北佐久郡三岡村 南佐久郡と合同、審査委員長住久間試験場長、榊兵三、森下岩吉、波多江伝三各部教師
M3ν11124-25 上高井郡須坂町 80余名
M31112/4-5 北佐久郡協和村 22名、 47頭 馬耕演習会、 榊兵三招月号

(注) r信波毎日新聞j記事とf信j農殖産協会後誌j記事によった。
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耕
起
の

深
浅

及
び

底
土
の

平
不
平

、

時
間
の
遅
速

、

畦
筋
の

曲
直 、

姿
勢 、

口
の

整
否

、

各
々
一

O
O
点

、

各
科
目
平
均
し
て
採
点

。

器
具
仕
掛
方

杭
畦

。
南
佐
久
郡
馬
耕
競
整
会
(

明
治
三

O
年
一

l
、

馬
具
の

装
着
(
一

O
O
点
〉

馬
の
右
よ
り
田
鞍
を
置
き

、

左
に
廻
り
腹
帯
・

胸
当
及
び
口
縄
を
加
減
し
、

右
に
廻
り
腹
帯
・

胸

当
を
締
め

、

引
縄
を
か

け
、

左
右
の

口
縄
を
加
減
す
る

。

こ
の

間
一

O
分
と
し

耕
馬
の
労
を
省
く

こ
ん」
0

2
、

耕
翠
者
の

姿
勢
(
一

O
O
点
)

馬
耕
器
具
に

接
身
し
、

運
用
自
由
に
し
て
人
馬
の
労
を
省
く
こ
と
。

3
、

耕
鋤
の

方
法
(
一

O
O
点
)

鋤
方
は
平
鋤
に
し
て

、

耕
土
の

深
浅
を
均
一

に
し
、

ま
た
底
土
に
不

平
が
な
い
こ
と
0

4
、

時
間
の

制
限
(
一

O
O
点
)

耕
鋤
の

面
積
四
五

坪
を
一

時
間
で
鋤
き
終
え
る
こ
と
。

5
、

耕
翠
の

曲
直
(
一

O
O
点
)

耕
撃
は
ま
っ

す
ぐ
に
し
て

、

塊
打
ち
の
正
し
い
こ
と
。

6
、

畦
頭
の

鋤
き
方
(
一

O
O
点
)

枕
口
は
畦
畔
よ
り
五
尺
を
余
し
、

鋤
き
始
め
鋤
き
終
わ
り
均
一

で
あ
る
こ
と
。

以
上
六
O
O
点
満
点

。

一

月
開
催
)

ウー

馬
具
の

装
着
に
始
ま

り
、

耕
転
姿
勢 、

耕
転
の

深
浅
及
び
均
一

性
、

畦
筋
の

曲
直 、

耕
鋤
時
間
の

遅

げ

速
な
ど
が
そ

れ
ぞ
れ
点
数
化
さ
れ

、

そ
の

得
点
数
に
応
じ
て
入

賞
者
を
決
定
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ

た
。

そ
の

採
点
内
容
か
ら
、

単
な
る
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
な
く
、

技
術
的
に
か
な
り
高
度
な
内
容
が

要
求

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

馬
耕
競
整
会
が
開
催
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
は

、

実
業
教
師
た
ち
の

努
力
と
受
け
入
れ
る
農
民
の

熱
心

さ
に
よ
っ

て

馬
耕
技
術
が
各
地
で
あ
る
程
度
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、

そ
の
ね
ら

い
は

、

先
駆
け
的
な
技
術
習
熟
者
を
褒
賞
す
る
こ
と
に
よ
り
、

彼
ら
を
核
と
し
て
点
か
ら
面
へ

の
一

層

の
広
が

り
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。

下
伊
那
郡
の

馬
耕
導
入

勧
由民
社
実
業
教
師
に
よ
る
抱
持
立

翠
と
そ

れ
を
装
着
し
た

馬
耕
法
の

導
入
と
は
別
に

、

下
伊
那
郡
で

は
明
治
二
六

年
(
一

八
九
三
)

六
月
に
熊
本
県
玉

名
郡
神
尾
村
の

北
原
大
八
を
聴
用
し
、

肥
後
馬
耕
法

の

導
入
を
独

自
に
お
こ
な
っ

た
。

こ
の

時
用
を
決
定
づ

け
た
の
は

、

同
郡
の

郡
書
記
中
村
義
太
郎
が

、

同
年
四
月
中
の

岐
阜

、

愛
知

、

静
岡

、

神
奈
川

、

群
馬

、

東
京
の
一

府
五

県
の

巡
回
視
察
後
の

郡
長
に

合併》

宛
て
た
「
復
命
書
」

で
あ
っ

た
。

岐
阜
県
下
で
使
用
さ
れ
て
い
た

福
岡
型
は
軽
便
で
は

あ
る
が

、

無
床
翠
で
あ
る
た
め

操
作
が
む
つ

か

し
く
、

耕
深
が
一

定
し
な
い
た
め
に

、

軽
絃
土
に
は
適
当
で
あ
っ

て
も
重
粘
土
の

同
郡
で
は

普
及
の

見

込
み
が
な
い

。

愛
知
県
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
片
型
」

「
猫
型
」

は
土
摺
り
が

あ
り
耕
転
時
の

安
定
性

と
保
作
性
は

高
い
が

、

大
型
で
あ
る
た
め
牝
牡
馬
混
用
地
域
で
あ
る
同
郡
で
は

、

役
畜
に

負
担
が
大
き

く
不
向
き
で
あ
る

。

静
岡
県
で
は

、

数
種
類
の

型
と
馬
耕
法

、

そ
れ
ぞ
れ
の

伝
習
教
師
を
碍
用
し
、

そ

2 



の

選
択
は

農
業

者
の

希
望一
に

任
せ
た
が
、

結
果
的
に
は

肥
後
型
が

最
適
で

あ
り
そ
の

普

及
に
尽

力
し
た
c

こ

れ
ら
の
こ

と

を
考
慮
し
た

結
果
、

①
軽
便
で
使
用
し
や
す
い
こ
と
②
畝
底
が

平
坦
で
あ
る
こ
と

③

畝
条
が
ま
っ

す
ぐ
で
あ
る
こ

と

④
深
浅
が
自
在
で
あ
る
こ

と
⑤
土
塊
が
細
か
く
破
砕
で
き
る
こ

と
⑤
耕

馬
の

力
量
に
左

右
さ
れ
な
い
こ

と
⑦
地
質
を
選
ば
な
い
こ

と
③
田
園
の

形
状
を
選
ば
な
い
こ

と

⑨
代
金

が
安
く
小
農
家
で

も
購
入
し
や
す
い
こ
と
、

と
い

う
条
件
か
ら
肥
後
型
の

採
用
と
肥
後
馬
耕
教
師
北
原

大
八
の

特
用
を
郡
長
に

復
命
し
た
の
で
あ
る
。

下
伊
那
郡
が
重
粘
土
の
地

質
で
、

役
畜
と
し
て
は
牝
牡
馬
の
混
用
地
域
で
あ
る
と
い

う
特
質
を
考
慮

し
、

各
地
方
の

馬
耕
法
の
中
か
ら
同
郡
に
適
当
な
も
の

を
選
択
導
入
し
よ
う
い

う
姿
勢
は
、

当
時
の

改

良
法
導
入
が
往
々

に
し
て
「
上
か
ら
」

無
媒
介
に
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

た
こ

と
に
対
し
、

一評
価
さ
れ

て
し
か
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

そ
の

導
入
が

奏
功
し
、

熊
本
県
よ

り
取
り
寄
せ
た

整
の
数
が
二

六
四
組
に
の
ぼ
り
、

明
治
二

七
年

(
一

八

九
四
)

三
月
時
点
で
は
、

馬
耕
施
行
者
と
そ
の

希
望
者
を
合
わ
せ
て
全
郡
で
一
一

八
一

人
に
達

し
た
の
で
あ
る
一

九

の
地
元
製
作
も
試
み
ら
れ
、

追
々

熊
本
製
の

も
の
と
同
様
の

も
の
が

製
作
さ
れ
る

見
込
み
と
な
っ

た
。

明
治
二
八

年
(
一

八
九
五
)

門

別
V

た
。

三
月
末
日
の

同
郡
に
お
け
る

馬
耕
競
整
会
は
次
の
よ
う
な

状
況
で
あ
っ

同
郡
に
於
て
は
、

去
る
明
治
廿
六

年
五

月
よ
り
熊
本
県
人
北
原
大
八

氏
を
雇
ふ
て
馬
耕
教
師
と
な

し
、

孜
々

と
し
て
巡
回
伝
授
(
型
は
肥
後
裂
を
用
ふ
)

せ
し
か
、

爾
来
各
村
農
家
の

実
習
せ
し
も

の
三

千
名
に

余
り
、

将
来
十
分
普
及
の

見
込
あ
り
、

是
に
於
て
乎
伝
習
者
中
技
術
を
比
較
せ
し
め
、
一

以
て
自
他
の

進
度
を
知
り
、

併
せ
て
一

般
農
家
に
馬
耕
の

利
益
を
知
得
せ
し
め
ん
と
欲
し
、

郡
費

8

を
以
て
競
型
会
を
開
く
こ

と
に
決
定
し
、

去
三
月
三

十
日
三

十
一

日
の

両
日

問
、

同
郡
伊
賀
良
村

山

に
於
て
実
施
せ

り

前
日
ま
で
に

競
型
者
た
ら
ん
こ

と
申
込
み
し
も
の

百
七
十
名
、

内
実
際
競
型
せ
し
も
の

百
四
十
五

名
、

不
参
弐
拾
五

名
な
り
、

競
型
場
は
五
反
有
余
の

田
に
し
て
、

幅
六
尺
長
拾
五
間
を
一

人
の

耕

区
と
す
、

審
査
は

同
郡
書
記
中
村
義
太
郎、

教
師
北
原
大
八
二

氏
の

外
数
名
之
に
従
事
し
、

場
の

一

隅
高
地
に
は
桟
敷
を
設
け
、

来
賓
の

観
覧
場
と
す
、

来
賓
は
農
商
務
省
技
師
試
補
農
学
士
矢
崎

亥
八
、

本
県
農
商
係
員
清
水
三

男
熊
の
両
氏
を
始
め
、

県
会
議
員
、

郡
会
議
員
及
各
町
村
長
等
に

し
て
、

平
野
郡
長
は
毎
日
臨
席
熱
心
に
観
察
せ

り

場
の

四
周
は
参
観
者
堵
の

如
く
雲
集
し
、

場
外
に
は
飲
食
物
、

玩
弄
品
、

見
世
物
等
の
臨
時
開
店

あ
り
、

毎
日
百
頭
内
外
の

馬
匹
を
集
養
し
、

之
に
相
当
せ
る
人
数
及
耕
具
を
準
備
せ
る
こ

と
と
て
、

会
場
の

繁
雑
は

予
想
す
る
と
こ

ろ
な
り
し
も
、

当
事
者
斡
旋
の

行
届
け
る
絶
て
混
雑
紛
伝
の

態
な

か

り
き
、

競
耕
者
の
中
に
は
其
姿
勢、

工
程
、

駁
法
等
頗
ふ
る
熟
練
の

も
の

少
か
ら
さ

り
し
は
、

流

石
に
三

千
有
余
の

伝
習
者
中
晴
れ
の

競
技
場
に
一

村
若
く
は
一

耕
地
よ
り
同
輩
に
推
薦
せ
ら
れ

出
場
し
た
る
甲
斐
あ
り
と
云
ふ
へ

し

郡
街
の

勧
誘
奨
披
宜
し
き
を
得
た
る
は
勿
論
、

教
師
其
人
が

平
素
教
授
の

周
到
綿
密
な
る
と
伝
習

者
の
熱
心
従
事
と
は
憶
か
に
参
観
者
の
認
め
た
る
と
こ

ろ
な

り
と
云
ふ

県
下
に
お
け
る
競
型
会
の

詣
矢
は
更
級
郡
で
の

も
の
で
あ
り
、

本
競
型
会
は

県
下
二

番
目
の

も
の
で

円

m
v

あ
る
が
、

「

其
盛
大
素
よ
り
更
級
の
上
に
あ
り
」

と
-評
さ
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
記
事
は
そ
の
盛
大
ぶ

り

を
伝
え
て
い

る
。



3

馬
耕
用
具
の
調
達
l
移
入
か
ら
製
造
へ
l

当
初
、

下
伊
那
郡
以
外
で
の

馬
耕
股
具
は
、

改
良
法
の

導
入
の
た
め
に
勧
農
社
実
業
教
師
を
鴨
用
し

た

折
に
、

彼
ら
が

福
岡
県
の

抱
持
立

翠
と
そ
の
付
属
品
を
携
帯
す
る
と
い

う
形
で

導
入
さ
れ
た
c

坂
田

寅
治
郎
が

居
村
で
あ
る

更
級
村
で
初
め
て
施
行
し
た

馬
耕
は
、

原
因
が
赴

任
時
に
携
帯
し
て
い
っ

た

同

翠
を
馬
に

装
着
し
た

も
の
で
あ
っ

た
。

そ
の

効
果
に
気
を
よ
く
し
た
坂
田
は
、

そ
の

後
み

ず
か
ら
福
岡

か
ら
抱
持
立
翠
を
取
り
寄
せ
、

自
分
所
有
地
の
み
な
ら
ず
他
人
所
有
地
ま
で
こ
の

整
で
馬
耕
を
施
行
し

た
こ
と
は
前
述
し
た
。

改
良
作
が
注
目
さ
れ
、

そ

れ
を
施
行
す
る
地
元
農
民
が

増
加
す
る
に
し
た
が
い
そ
の

需
用
も
増
加
し
、

勧
炭
社
を
通
じ
て
個
別
に
注
文
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず、

一

手
に

改
良
農
具
を
取
り
扱
う
商
人
が

現
れ
て

く
る
。

更
級
郡
稲
荷
山
町
の

田

中
商
店
や
長
野
市
西
之
門
の
鍋
屋
山
田
富
治
郎
で
あ
っ

た
。

そ
の
一

方
で
、

抱
持
立

撃
の

製
造

も
地
元
で
試
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ

た
。

当
初
は
「

職
工
の

不
慣

内同切

れ
な
る
、

材
料
の

不
良
な
る
」

た
め
、

到
底
、

福
岡
製
に
は
及
ば
な
か
っ

た
が
、

原
田
の

依
頼
を
受
け

製
造
に
従
事
し
て
い
た

更
級
郡
更
級
村
の

森
茂
助
は
、

一

昨
年
来
型
の

製
作
に
従
事
せ
し
が
、

最
初
よ

り
数
十
挺
を
作
り
た
る
こ
と
な
れ
ば
、

近
来
は
余
ほ
ど

手
慣
れ
て

実
用
に
適
す
る

も
の

を
製
出
す
る
に

至
れ
り
、

代
価
の

如
き
も
大
い

に
低
減
し
、

中
型
・

小
型
の

分
は
、

共
に
一

挺
金
壱
円
位
に
て
作
り
得

る
こ
と
、

な

れ
ル
ー
よ
い

わ
れ
る
ま
で
の

翠
製
造
人
に
な
っ

て
い
っ

た
。

消
耗
品
で
あ
っ

た

整
先
の

製
造
は
、

当
初
、

鋳
造
技
術
の

未
熟
さ
か
ら
福
岡
か
ら
の

移
入
口
叩
に
依
存

し
て
い
た
が
、

明
治
二

八

年
(
一

八
九
五
)

に
入
っ

て
地
元
鋳
造
も
試
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ

た
。

県
下
で
の
こ
の

翠
先
販
売
が

実
際
に

行
わ
れ
た
こ
と
は
、

明
治
二

九
年
五
月
一

三
日
の

「
信
濃
毎
日
一

新
聞
』

に
「

馬
耕
翠
」

と
し
て
小
嶋
大
治
郎
に
よ
る
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
こ

と
か
ら
も
分
か
る
。

こ

れ

9

以
降
、

長
野
県
に
お
け
る
馬
耕
用
具
は
、

下
伊
那
郡
で
の

肥
後
短
床
裂
と

福
岡
か
ら
の

移
入
の

も
の

お

げ

ハ
円v

よ
び
地
元
製
造
の

も
の
(
抱
持
立
翌
)

と
が

併
用
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

福
岡
の

抱
持
立

撃
の

特
徴
は
、

従
来
の

長
床
翠
と

異
な
り
、

小
型
で
ま
た

深
耕
を
可
能
に
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ

た
が
、

無
床
で
あ
っ

た
た
め
に
操
作
の

安
定
性
に
欠
け
る
と
い

う
欠
点
を
持
っ

て
い
た
。

そ
の
た
め
、

全
国
的
に

牛
馬
耕
が
導
入
さ
れ
、

そ

れ
が

普
及
し
て
い
っ

た
地
域
で
は
、

抱
持
立

整
と

同

じ
深
耕
が
で

き
、

か
つ

安
定
性
を
兼
ね
備
え
た
短
床
翠
へ

と
徐
々

に
転
換
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

熊
本
県
の

大
津
末
次
郎
の
マ
ル
コ

翠
で
あ
り
、

三

重
県
の

高
北
新
治
郎
の

高
北
翠
で
あ
り
、

福
岡
県
の

磁
野
勅午
、

深
見
翠
で
あ
り
、

そ
し
て

長
野
県
小
県
郡
の

松
山
原
造
の

発
明
に
よ
る
双
用
型
短
床
翠
で
あ

ag
 

る
松
山
撃
で
あ
っ

た
。

松
山
原
造
は
、

明
治
八

年
(
一

八
七
五
)

一
一

月
に
長
野
県
小
県
郡
大
門
村
に
松
山
始
郎
の

長
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。

遠
里

改
良
法
が
県
勧
業
当
局
に
よ
っ

て
導
入
さ
れ
、

さ
ら
に
小
県
郡
が

実
業
教
師
古

川
列
一

を
郡
費
で

時
用
し
た

折
(
明
治
二

九
年
四
月
)
、

二
二

才
の

若
さ
で
同
郡
役
所
の

農
事
助
教
師

と
し
て

任
用
さ
れ
、

古
川
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、

馬
耕
な
ど
の

普
及
に
従
事
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

そ
の

過

程
で
、

彼
は
実
業
教
師
の

使
う
抱
持
立

整
が
、

深
耕
が
可
能
で
あ
る
が

操
作
が

難
し
い
こ
と
、

こ
の

翠
が
単
用
で
あ
る
た
め
土
が
片
方
し
か

反
転
で
き
ず
、

そ
の

結
果
、

翌
耕
の

往
復
で
は
土
の

反
転

方
向
が
逆
に
な

り
、

畝
立
て
は
で
き
た
と
し
て

も
、

網
代
組
の
よ

う
に
入
り
違
い

に
耕
土
を
耕
転
し
、

乾
土

効
果
を
十
分
に

利
か
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、

粘
土
地
・

火
山
灰
土
地
な
ど
で
は
耕
転
が

因

内
-wv

難
で
あ
っ

た
こ

と
な
ど
か
ら
、

そ

れ
ら
の

欠
点
を
克
服
し
た
新
た
な

翠
の

製
作
へ

と
研
究
を
進
め
た
の

で
あ
る
。

乾
土

効
果
を
十
分
に

利
か
せ
る
た
め
に
土

を
両
方
向
に

反
転
す
る
こ

と
が
で

き
る
双
用
に
し
、

株
跡



の

残
る

耕
土

を
鋭
く
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

翠
先
を
鋳
物
製
か
ら
鋼
鉄
製
に
改
め
、

木
工

部

の
製
作
を
容
易
に
す
る
た
め
に
整
本
体
に
山
木
を
使
わ
ず

、

ま
っ

す
ぐ
な
も
の
を
使
用
し
、

操
縦
の
不

安
定
性
を
解
消
す
る
た
め
に
短
床
に
し
た
こ
と 、

こ
う
い
っ

た
改
善
を
施
し
た
翠
こ
そ
が
松
山
埜
で
あ

awv
 

っ
た

。
明
治
三
四
年
(
一

九
O
一
〉

四
月
に
は

、

県
農
事
試
験
場
で
開
催
さ
れ
た
農
事
巡
回
教
師
協
議
会
の

場
で
こ
の
翠
を
使
用
し
た
馬
耕
が
披
露
さ
れ
て
い

勾ω
同
年

二
一
月
に
は

、

当
時
小
県
郡
蚕
業
学
校
長

で
あ
っ

た
三
吉
米
熊
の
奨
め
で
特
許
を
収
り 、

本
絡
的
な
翠
製
作
を
開
始
す
る
の
で
あ

勾ω

松
山
撃
の
普
及
は

、

県
下
に
お
い
て
特
に
東
筑
摩
郡
や
南
北
安
曇
郡
で
見
ら
れ
た
と
い
う 。

そ
の
理

由
と
し
て

、

同
地
方
で
は
裏
作
と
し
て
紫
雲
英
(
レ
ン
ゲ
)

が
作
付
け
ら
れ
て
お
り 、

同
翠
を
使
用
し

た
馬
耕
で
紫
雲
英
の
根
を
き
れ
い
に
切
断
し
、

す
き
込
み
が
容
易
に
で
き
た
た
め
と
さ
れ
て
い

勾ω
そ

の
結
果
と
し
て

、

紫
雲
英
の
同
地
方
で
の
作
付
け
が
増
加
す
る
と
と
も
に

、

馬
耕
の
普
及
率
も
第
7
1

9
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
高
い
数
値
を
示
す
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ

h背

か
く
し
て
長
野
県
下
に
お
け
る
馬
耕
は

、

先
駆
と
し
て
の
勧
農
社
実
業
教
師
に
よ
っ

て
導
入
さ
れ 、

そ
の
技
術
を
体
得
し
た
松
山
原
造
に
よ
っ

て
撃
が
改
良
さ
れ 、

一

時
期
は
並
存
し
な
が
ら
も
実
業
教
師

が
持
ち
込
ん
だ
抱
持
立
翠
が
徐
々
に
松
山
翠
に
代
替
す
る
形
で

、

広
が
り
を
持
っ

て
い
っ

た
の
で
あ
る

。

そ
の
広
が
り
を
示
す
指
標
と
し
て
第
7
1
8
、

7
1
9
、

7
1
1
0

表
を
あ
げ
て
お
く
。

明
治
三
九
年
(
一

九
O
六
)

段
階
の
長
野
県
全
体
の
牛
馬
耕
率
は
水
田
で
=
二
・

七
%
で
あ
っ

た
。

県
レ
ベ
ル
を
越
え
て
い
る
郡
は

、

諏
訪
郡 、

東
筑
摩
郡 、

南
北
安
曇
郡 、

更
級
郡 、

下
高
井
郡
の
六
郡

に
と
ど
ま
っ

て
い
る

。

県
当
局
の
馬
耕
導
入
の
一

つ
の
意
図
(
農
作
業
繁
忙
期
競
合
の
回
避
)

か
ら
し
一

て
、

北
信
地
方
(
埴
科
郡 、

更
級
郡 、

上
高
井
郡 、

下
高
井
郡 、

上
水
内
郡 、

下
水
内
郡
)

で
の
普
及

。

率
が
よ
り
高
い
数
値
を
示
す
べ

き
で
あ
っ

た
が

、

そ
う
は
な
ら
ず
に

、

東
筑
摩
郡
と
南
北
安
曇
郡
で
ず

げ

ば
抜
け
た
普
及
率
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
は

、

前
述
の
よ
う
に

、

松
本
盆
地
を
中
心
と
し
た
水
田
地
帯

一

で
、

裏
作
と
し
て
の
紫
雲
英
(
レ
ン
ゲ
)

作
の
増
加
と
並
進
す
る
形
で
普
及
が
見
ら
れ
た
た
め
で
あ
る

。

明
治
四
四
年
(
一

九
一
一
)

段
階
で
の
県
全
体
で
の
普
及
率
は
四
0
・

七
%
ま
で
上
昇
し
た

。

こ
の

数
値
を
超
え
る
の
が

、

東
筑
摩
郡 、

南
北
安
曇
郡 、

埴
科
郡 、

下
高
井
郡
の
諸
郡
で
あ
っ

た
。

全
体
と

し
て
微
増
減
の
諸
郡
が
多
い
中 、

東
筑
摩
郡
で
は
一

O
O
%

、

南
安
曇
郡
で
は
九
六
・

一

%
と
飛
び
抜

け
た
数
値
を
示
し
て
い
る

。

こ
れ
ら
の
郡
で
は

、

明
治
末
年
に
も
は
や
乾
田
馬
耕
と
紫
雲
英
裏
作
と
い

う
シ
ス
テ
ム
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る

。

次
に
昭
和

二
ハ
年
(
一

九
四
一
)

段
階
の
県
下
各
郡
の
牛
馬
耕
の
普
及
度
を
第
7
1
1
0

表
で
見
て

み
た
い

。

牛
馬
耕
率
が
極
端
に
低
い
郡
市
(
西
筑
摩
郡 、

岡
谷
市
〉

も
見
ら
れ
る
が

、

県
全
体
と
し
て
牛
馬
耕

率
は
七
七
%
ま
で
上
昇
し
て
い
る

。

八
O
%
を
超
え
る
市
郡
も
九
つ
み
ら
れ 、

長
野
県
全
体
と
し
て
ほ

ぼ
牛
馬
耕
が
展
開
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う 。

し
か
し
、

本
来
長
野
県
は
馬
産
地

帯
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
(
第
7
1
8
表
の
牛
馬
頭
数
を
見
れ
ば
歴
然
と
し
て
い
る
)

、

昭
和
一

六
年
(
一

九
四
一
〉

の
時
点
で

、

牛
耕
率
が
県
全
体
で
三
二
%
を
占
め

、

牛
耕
率
が
馬
耕
率
と
同
じ
か

そ
れ
を
超
え
て
い
る
諸
郡
市
(
南
佐
久
郡 、

北
佐
久
郡 、

小
県
郡 、

下
伊
那
郡 、

下
高
井
郡 、

岡
谷
市 、

飯
田
市 、

諏
訪
市
)

が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る

。

そ
の
理
由
と
し
て

、

ま
ず
第
一

に
、

大
正
期
に

朝
鮮
牛
の
導
入
と
飼
育
が
み
ら
れ
は
じ
め
た
こ
と

、

第
二
に

、

昭
和
期
に
入
っ

て
県
が
役
肉
牛
奨
励
を

お
こ
な
っ

た
こ
と

、

第
三
に

、

日
中
戦
争
の
開
始
と
と
も
に
馬
が
徴
発
さ
れ
役
畜
不
足
を
き
た
し
た
こ

と
、

第
四
に

、

使
役
が
婦
'K
子
に
も
容
易
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る

。

実
際 、

昭
和
一

年



1'7-8表 明治39年における各郡 牛馬耕の状況

耕
牛
作

頭
用数 同馬頭数

耕地面積(町) 牛馬耕面積(町) 比率( %) 
田 畑 田 畑 田 畑

南佐久郡 2 697 3.393 5.719 475 120 14.0 2.1 

北佐久郡 32 1.649 5，492 6.074 493 768 9.0 12.6 

小県郡 21 1.011 6.020 6.908 354 274 5.9 4.0 

諏訪郡 l 3.033 5.606 3.867 1.783 4 31.8 0.1 

上伊那郡 56 9.905 6.824 8.690 1.826 1.675 26.8 19.3 

下伊那郡 55 7，285 5，735 5，686 1.043 175 18.2 3.1 

西筑摩郡 187 5，423 1，950 2，668 228 。 11.7 0.0 

東筑摩郡 30 3，259 8，939 11 ，234 5，399 3，760 60.4 33.5 

南安曇郡 61 1，966 4，784 2.340 4.360 833 91.1 35.6 

北安曇郡 306 2，917 4.259 5.459 2.121 384 49.8 7.0 

更級郡 94 989 4，132 4，326 1.413 327 34.2 7.6 

埴科郡 2 197 1.308 2.600 348 660 26.6 25.4 

上高井郡 285 458 1，756 4.598 251 7 14.3 0.2 

下高井郡 233 2.015 3，503 4，856 1.159 1.428 33.1 29.4 

上水内郡 110 3，153 6，036 10，409 1.052 644 17.4 6.2 

下水内郡 28 1，494 2，258 2.289 543 481 24.0 21.0 

長野市 31 30 116 81 2 。 1.7 0.0 

合 計 1，534 45，481 72.111 87，804 22.850 11，540 31.7 13.1 

(7主) r長野県農会報j第57号(明治41年6月)所収記事による。 反以下は四捨五入した。

原、表では、 馬頭数合計が27，038、 牛馬耕畑面積が10.945となっていたが、 計算しなお

し本表のように修正した。

ー/る。 -'/ -



急7-
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耕
牛
作

頭
用数 同馬頭数

耕地面積(町) 牛馬耕面積(町) 比率(%)
田 畑 田 畑 田 畑

南佐久郡 42 2.009 3.465 5.844 226 10 6.5 0.2 

北佐久郡 66 1.652 6.441 6.996 752 1.017 11. 7 14.5 

小県郡 7 947 6.453 8.546 690 90 10.7 1.1 

諏訪郡 3.120 6.075 3.919 2.178 427 35.9 10.9 

上伊那郡 184 9.319 7.366 8.248 2.941 1.233 39.9 14.9 

下伊那郡 303 6.680 6.037 6.172 975 14 16.2 0.2 

西筑摩郡 117 3.822 2.040 2.671 355 G 17.4 0.0 

東筑摩郡 63 3.079 7.534 10.954 7.534 10.954 100.0 100.0 

南安曇郡 26 2.150 4.871 2.825 4.681 2.824 96.1 100.0 

北安曇郡 608 3.170 4.632 5.576 2.735 629 59.0 11. 3 

更級郡 83 850 4.391 4.623 1.485 191 33.8 4.1 

埴科郡 2 242 1.291 2.801 698 683 54.1 24.4 

上高井郡 202 583 1.830 4.528 253 。 13.8 0.0 

下高井郡 132 2.404 3.935 4.741 2.179 58 55.4 1.2 

上水内郡 143 3.708 6.238 11.433 2.254 1.718 36.1 15.0 

下水内郡 64 1.515 2.635 2.639 715 307 27.1 11.6 

長 野 6 3 '115 131 。 。 0.0 0.0 

松 本 。 21 247 360 95 56 38.5 15.6 

合 計 2.049 45.274 75.596 93.007 30.746 20.211 40.7 21. 7 

(注) r長野県農会報j第63号(明治45年7月)所収記事による。 反以下は四抱五入した。

原表では畑面綴合計が92.919となっていたが、 計算しなおし本表のように修正した。
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発クー10表 昭和16年(1941)年段階における牛馬耕の普及度

人(耕町面)積 比(%率) 牛砕面積 比(拓率) 馬緋面積

南佐久郡 896 27.0 1.593 48.0 830 

北佐久郡 1.340 24.5 2.450 45.0 1.635 

小県郡 1， 915 34.5 2.107 38.0 1.497 

諏訪郡 1.184 25.0 1.421 30.0 1.657 

上伊那郡 710 8.0 2.662 30.0 5.459 

下伊那郡 1，460 27.0 2.720 50.0 1.090 

西筑摩郡 1.266 70.0 75 5.0 440 

東筑摩郡 1， 150 17.0 2.500 37.0 3.147 

南安曇郡 。 0.0 952 20.0 3.835 

北安曇郡 730 15.0 97 2.0 4.041 

更級郡 1.195 31. 7 525 14.0 2.025 

埴科郡 145 11.0 463 35.0 694 

上高井郡 526 30.0 526 30.0 703 

下高井郡 1.136 30.0 1.856 49.0 795 

上水内郡 1.285 26.0 1.509 31.0 2.038 

下水内郡 300 13.0 700 30.0 1.300 

長野市 135 15.0 135 15.0 630 

松本市 140 48.0 67 23.0 85 

上田市 27 10.0 110 40.0 136 

岡谷市 88 85.0 15 15.0 。

飯田市 30 27.0 40 36.0 40 

諏訪市 30 4.0 595 94.9 10 

合 計 15.688 22.0 23.118 32.0 32.087 

比(%率) 
25.0 

30.0 

27.0 

35.0 

61.5 

20.0 

25.0 

46.0 

79.0 

83.0 

54.0 

53.0 

40.0 

21. 0 

42.6 

57.0 

70.0 

29.0 

50.0 

0.0 

37.0 

1.1 

45.0 

(注) 帝国農会rB百和16年度農作業慣行調査J (昭和18年2月)による。
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。ぬ》

(
一

九
四
三
〉

に
は
牛
の
飼
育
頭
数
が
馬
の
そ
れ
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、

馬
耕
用
の
馬
の
調
達
で
あ
る
が
、

長
野
県
で
は
馬
耕
が
導
入
さ
れ
る
以
前
か
ら
運
搬
用

と
と
も
に
農
用
と
し
て
の
馬
が

多
く
使
用
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
漏
水
防
止
用
お
よ
び
刈
敷
き
肥
料
の

会胤wu

踏
み
込
み
の
た
め
に
代
掻
き
時
に
木
田
に
馬
を
入
れ
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。

そ
の
馬
は
県
下
馬
産
地
で

あ
る
西
筑
摩
、

上
下
伊
那
、

諏
訪、

南
佐
久
、

北
安
曇
、

上
水
内
等
の

高
冷
山
間
部
か
ら
、

平
野
部
特

に
川
中
島
平、

松
本
盆
地
、

北
部
安
曇
平
な
ど
に
貸
馬
と
い

う
形
で
供
給
さ
れ
て
い
た
。

こ

う
い
っ

た

馬
が
、

今
度
は
馬
耕
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

馬
の
貸
借
制
度
は
農
業
の

機
械
化
が
進
む
一

九

se
 

六
O
年
頃
ま
で

存
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

括

長
野
県
に
お
け
る
勧
業
施
策
の
一

つ
の

特
徴
は
、

岡
県
が
老
農
農
法
導
入
の
「
後
発
県
」

に
も
か
か

わ
ら
ず
、

こ
と
稲
作
改
良
策
に
限
っ

て
は
、

学
理
農
法
(
近
代
農
学
に
も
と
づ

く
農
業
技
術
シ
ス
テ
ム
〉

に
先
ん
じ
て

林
遠
里
稲
作
改
良
法
伝
習
の
た
め
に
勧
農
社
か
ら
数
多
く
の

実
業
教
師
を
蒋
用
し
た
こ
と

に
あ
っ

た
。

こ
れ
は
、

当
時
の

長
野
県
農
業
の

特
質
に
大
い
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。

す
な
わ
ち
、

当
時

岡
県
で
は
養
蚕
業
の
発
展
に
よ
り
「
養
蚕
王

国
」

と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
つ
つ
あ
っ

た
時
期
で
あ
り
、

春
蚕
の

繁
忙
期
と
麦
作
・

稲
作
の

繁
忙
期
と
が
競
合
す
る
こ
と
と
な
り、

そ
の
た
め
稲
作
の
粗
放
化
の

傾
向
も
現
れ
て
、

さ
ら
に
稲
作
か
ら
桑
作
を
主
に
し
た
畑
作
へ

の
転
換
が
一

つ
の
流
れ
と
し
で
あ
っ

た
一

の
で
あ
る
。

l

県
勧
業
当
局
は
、

こ
の
傾
向
に
危
機
感
を
い
だ
き
、

養
蚕
業
の
発
展
と
と
も
に
普
通
農
事
(
稲
作
と

げ

麦
作
)

の
改
良
発
展
を
望
み
、

そ
の
た
め
に
は
、

特
に
馬
耕
技
術
の
導
入
に
よ
る
農
家
労
働
の

省
力
化

を
お
こ
な
い
、

麦
作
、

養
蚕、

稲
作
の

繁
忙
期
競
合
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
。

当
時、

こ
の
馬
耕
技
術

の
普
及
者
と
し
て
、

熊
本
の
馬
耕
教
師
も
い
た
が
、

明
治
一

0
年
代
末
か
ら
二

0
年
代
に
か
け
て
そ
の

技
術
伝
習
に
全
国
的
評
価
を
得
て
い
た
林
遠
里
と
勧
農
社
実
業
教
師
に
白
羽
の

矢
が
あ
て
ら
れ
た
こ
と

は
当
然
で
あ
っ

た
。

か
く
し
て
、

延
べ

三
O
名
近
く
の
勧
農
社
実
業
教
師
が
、

県
庁一
履
な
り
郡
雇
と
し

て
県
下
に
時
用
さ
れ、

改
良
法
伝
習
、

特
に
馬
耕
技
術
の
伝
習
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。

明
治
三
O
年
(
一

八
九
七
)

を
前
後
し
た
時
期
は
、

第
二
、

第
三
農
場
の
閉
鎖
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
勧
農
社
の

勢
い
に
も
か
げ
り
が
見
え
始
め
、

そ
の
運
営
資
金
の
調
達
の
た
め
に
山
部
を
中
心
と
し
た

勧
股
社
幹
部
が
全
国
の
知
事
、

名
望
家
を
ま
わ
っ

て
援
助
を
取
り
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ

た
。

全
国
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
実
業
教
師
た
ち
は
、

そ
の
後
ろ
盾
を
失
お
う
と
し
て
い
た
中
で
、

勧
農

社
の

実
業
教
師
か
ら
、

福
岡
の

実
業
教
師
へ

と
、

す
な
わ
ち
、

林
遠
里
の
改
良
法
の
軸
と
も
い

う
べ

き

「
寒
水
浸
法
」

「
土
囲
い
法
」

と
い
っ

た
技
術
を
放
棄
し
な
が
ら
、

馬
耕
を
中
心
と
し
た
技
術
指
導
者

と
し
て
の
道
へ

と
転
身
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

長
野
県
立
農
事
試
験
場
が
開
設
さ
れ
、

近
代
農
学
と

系
統
度
会
に
よ
る
農
事
指
導
体
制
が
確
立
さ
れ
る
に
つ

れ
て
、

こ
の
転
身
は
決
定
的
と
な
る
。

上
水
内

郡
に
大
正
一
一

年
(
一

九
二
二
)

ま
で
特
用
さ
れ
て
い
た
品
川
保
右
衛
門
の
例
な
ど
は
、

そ
の

典
型
で

あ
る
。

し
か
し
、

彼
ら
実
業
教
師
た
ち
が
こ
の
指
導
体
制
の

中
に
同
化
吸
収
さ
れ
た
と
し
て
も
、

林
遠
里
稲

作
改
良
法
は
雲
散
霧
消
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。

そ
の
技
術
の
担
い

手
を
代
え
て
、

長
野
県
で
は
新

し
い

装
い
の
も
と
に
一

つ
の

篤
股
農
法
と
い

う
形
で
継
承
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
坂
田



寅
次
郎
に
よ
る
坂
田
式
稲
作
改
良
法
の
誕
生
で
あ
っ

た
。

こ
の

農
法
は
、

強
烈
に

林
遠
里
稲
作
法
の

継

承
を
意
識
し
た

稲
作
法
で
あ
り
、

そ
れ
ま
で
の
老
農
が
持
ち
続
け
て
い
た

植
物
観
、

農
業
観
を
共
有
し

て
い
た
。

遠
里
た

ち
が

活
躍
し
た

時
期
H

老
農
時
代
に

育
ま
れ
受
け
継
が
れ
た

成
果
は
、

こ
の
よ
う
に

し
て
生
き
残
っ

た
。

ω

長
野
県
内
務
部
第
三

課
農
商
係
「
長
野
県
第
十
六
回
勧
業
年
報
』

幻

同
前
、

五
九
頁
参
照
。

わ

同
前
、

六
一

頁
j
六
二

頁
参
照
。

心

同
前
、

六
三

頁
よ
り
引
用
。

ω

長
野
県
内
務
部
第
三

課
農
商
係
「
長
野
県
第
十
七
回
勧
業
年
報
』

頁
よ

り
引
用
o

u

同
前
、

六
七

頁
よ
り
引
用
。

η

同
前
、

六
六

頁
j
六
七

頁
参
照
。

ω

「
信
濃
殖
産
協
会
雑
誌
』

第
一

O
号
(
明
治
二

七
年
九
月
)

所
収
記
事
参
照
。

ω

明
治
二

八

年
二

月
一

八
日
付
「
信
濃
毎
日
新
聞
』

記
事
に
よ
る
。

川

長
野
県
内
務
部
第
五
課
「
長
野
県
第
十
九
回
勧
業
年
報
』

(
明
治
二
二

年
二

月
)

参
照
。

川

そ
の

概
要
は
「
信
機
殖
産
協
会
雑
誌
』

第
四
号
(
明
治
二

七
年
三
月
)

に
収
録
さ
れ
て
い

る
o

u

何
れ
も
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
も
の
で

確
認
し
た
。

ω

た
だ
し
、

後
述
す
る
よ
う
に
、

明
治
三

0
年
代
に
入
る
と
実
業
教
師
の

指
導
内
容
の

変
化
に
と
も
2

な
い
、

疎
播
疎
植
法
、

畑
苗
代
法
、

馬
耕
法
以
外
、

特
に
寒
水
浸
法
、

土
囲
い

法
な
ど
は
施
行
さ
れ
げ

な
く
な
り
、

「
報
告
書
」

で
遠
里
改
良
法
に
準
拠
し
て
い

る
と
い
い
な
が
ら
、

形
骸
化
し
つ
つ

あ
っ
一

た
の
が

実
態
で
あ
る
。

ω

記
念
碑
の

碑
文
に
つ
い
て
は
、

そ
の

写
真
と
と
も
に
「
福
岡
県
史
』

近
代
史
料
編
「
林
遠
里
・

勧

農
社
」

(
一

九
九
二

年
三
月
、

以
下
「
福
岡
県
史
』

と
す
る
)

所
収
口
絵
写
真
に
収
録
し
て
い

る
の

で

参
照
さ
れ
た
い
。

日

「

実
業
教
手
派
遣
人
名
一

覧
表
」

に
よ
る
。

同
前
所
収
。

長
野
県
以
外
で
の

原
田
の

去
就
を
知
る

こ
と
の
で
き
る

情
報
は
入
手
し
得
て
い
な
い
。

川

例
え
ば
、

「
信
濃
毎
日

新
聞
』

明
治
二
八

年
八
月
二

日
付
の
記
事
「
。
南
佐
久
岸
野
の

摂
虫
並
に

駆
除
法
」

で
は
、

南
佐
久
郡
岸
野
村
の

腹
虫
駆
除
法
の

問
い

合
わ
せ
に
清
水
が
回
答
し
た
内
容
が
記

さ
れ
て
い

る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、

捕
虫
網
に
よ
る
摂
蛾
捕
獲
法
、

短
冊
苗
代
法
、

誘
蛾
燈
に
よ
る
誘

殺
法
、

茎
抜
取
法
を
要
領
よ
く
説
明
し
て
い
る
。

ω

国
立

国
会
図
書
館
所
蔵
木
を
底
本
に
し
た
。

ゆ

同
「
成
績
表
」

に
は
こ
の

他
「
梗
収
穫
之
部
」

「
二

年
間
継
続
試
作
中
前
年
ト
岡
田
同
稲
ノ
モ
ノ

収
穫
表
」
、

「
嬬
栽
培
表
並
収
穫
表
」
、

「

随
意
試
作
ノ
部
栽
培
表
」
、

「
同
収
穫
表
」

が
収
録
さ

れ
て
い
る
。

二

年
間
継
続
の

収
穫
表
の

試
作
人
は
、

全
て
「
梗
栽
培
之
部
」

に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

ω

更
級
郡
で
の

改
良
作
普
及
の

進
捗
状
況
を
「
信
濃
毎
日

新
聞
』

(
明
治
二

九
年
一

O
月
六
日
付
記

事
)

は
次
の
よ
う
に

伝
え
る
。

。
民
事
改
良
と
し
て
の

更
級
郡

更
級
郡
の

米
作
改
良
に

率
先
し
た
る
こ

と
は
人
の

知

る
処
に
し
て

試
作
家
坂
田
寅
次
郎
氏
を
始
め
改
良
作
に
熱
心
な
る
人
々

も
砂
な
か
ら
ず
、

(
明
治
二
八

年
六
月
)

参
照
。

(
明
治
二

九
年
五
月
)

六
五



郡
の

事
業
と
し
て
原
田
改
良
教
師
を
時
せ
し
以
来
今
度
に
て
こ
ヶ

年
目
に
な
る
が
、

郡

内
二

十
九
ヶ

村
に
於
て
改
良
作
を
行
は
ざ
る
は
、

村
上
、

力
石、

信
級、

日
原
、

大
岡
、

笹
井、

今
里
、

布
施
の
八
ヶ

村
に
過
ぎ
ず
、

此
行
は
ざ
る
中
に
て
は
、

大
岡
の

如
き
は

馬
耕
を
行
ひ
、

布
施
も
随
意
試
作
を
行
ふ

も
の
は
あ
る
よ
し
。

而
し
て
教
師
の
監
督
せ

る
模
範
田
は
、

信
田
、

川
柳、

更
級
、

青
木
嶋
の
四
ヶ

村
に
在
り
て
、

何
れ
も
模
範
田

た
る
丈
熱
心
に

作
り
居
れ
り、

又
過
般
の

水
害
を
被
り
た
る
改
良
作
田
も
苗
の
仕
立
の

健
硬
な
る
為
め
、

一

時
幾
分
生
長
を
妨
げ
ら
れ
た
る
如
く
な
り
し
も
、

其
後
恢
復
し
て
、

今
日
に
て
は
事
も
差
支
を
見
ず
、

何
れ
も
陸
苗
の

強
健
な
る
に
は
驚
服
し
居
る
趣
き
な

り
。

害
虫
の
如
き
も
他
郡
に
比
す
れ
ば
多
く
発
生
せ
る
処
、

塩
崎
に
て
は
各
区
に

委
員

を
設
け
て
監
督
せ
し
め
、

一

々

害
虫
を
拾
い

採
ら
せ
た
る
よ
し
に
て
駆
除
の

功
何
れ
も

顕
は
れ
、

之
が
為
に
著
し
く
収
穫
を
減
ず
る
如
き
も
の
は
な
し
、

又
到
る
処
農
談
会
を

屡
々

開
き
て
研
究
せ
る
が
、

中
に
も
桑
原
の
小
坂
区
の

如
き
は
、

農
談
会
に
於
て

為
し

た
る
諸
説
は
有
益
あ
り
と
認
む
る
も
の
は
、

必
ず
実
行
す
る
よ
り、

其
談
ず
る
所
実
着

に
し
て
軽
浮
に
流
れ
ず
、

区
内
六

十
戸
の

内
改
良
作
を
行
は
ざ
る
も
の
は
只
三

戸
の
み

な
る
が
、

来
年
は
残
ら

ず
改
良
作
を
行
ふ
に
至
る
見
込
み
な
り
と

仰

「
信
濃
殖
産
協
会
雑
誌
』

第
二

四
号
(
明
治
二

八
年
一
一

月
)

所
収
。

以
下
、

「
比
較
要
領
」

と

す
る
o

m

長
野
県
内
務
部
第
三
課
「
明
治
廿
六
年
米
作
改
良
試
験
成
績
』

(
明
治
二
七
年
五
月
)

二

頁
よ
り

引
用
。

-

m

例
え
ば
勧
農
社
実
業
教
師
の

中
に
は
、

遠
里
農
法
と
学
理
農
法
と
の

接
合
を
次
の
よ
う
に
遠
里
に
3

強
く
要
請
す
る
よ
う
な
人
物
が
あ
ら
わ
れ
る
(
明
治
二

九
年
一

月
二
五
日
付
、

遠
里
宛
西
回
収
書
簡
げ

よ
り
引
用
。

彼
は
宮
城
県
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
)
。

「
福
岡
県
史
』

二
五
四
頁
所
収
。

一

本
社
ニ

農
学
士
御
採
用
ア
ッ

テ
農
場
ニ

於
テ
彼
我
充
分
ノ
試
験
ヲ
御
施
行
、

両
方
ノ
短

所
ヲ
捨
テ
、

長
所
ヲ
採
リ
、

以
テ
本
社
ノ
方
法
ト
ナ
シ
タ
ル

暁
ニ
ハ
、

学
理
ノ
不
適
法

ナ
ル
点
モ

明
瞭
ニ

シ
テ
、

世
界
無
比
ノ
農
法
ト
相
成
、

改
良
ノ
普
及
長
足
ノ
進
歩
ヲ
来

シ
、

大
ニ

シ
テ
ハ

国
家
ノ
利
益、

小
ニ

シ
テ
ハ

生
等
社
員
ノ
為
メ

幸
福
至
大
ニ

シ
テ
、

旭
ノ
登
ル
ト
共
ニ

本
社
ノ
拡
張
信
シ
テ
蓋
モ

疑
ヒ
ヲ
容
レ
サ
ル

事
ト
奉
存
候

m

そ
の

聞
の

事
情
を
原
因
は
遠
里
に
宛
て
た
書
簡
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

就
而
ハ

私
義
も
宿
元
伯
母
儀
老
衰
致
し
、

一

日
も
早
く
面
会
仕
度
由
申
来
候
問
、

本
月

(
明
治
二
八
年
二

月
l
注
西
村
〉

十
日
ヲ
以
テ
当
地
ヲ
発
足
仕
、

一

先
帰
省
仕
筈
ニ

御

座
候
問
、

帰
省
之
上
県
下
之
事
情
御
面
会
之
上
ニ

テ
申
上
候
問
、

左
様
御
承
知
置
可
被

下
候
(
「
福
岡
県
史
』

三

O
六
頁
所
収
)

ω

「
信
濃
毎
日
新
聞
』

(
明
治
二
八
年
一

月
一

五
日
、

同
年
一

月
一

八
日
記
事
)

参
照
o

m

「
信
濃
毎
日
新
聞
』

明
治
二
八
年
一

月
二

九
日
付
記
事
に
よ
る
。

加

明
治
二
八

年
一

月
=
二

日
付
林
遠
里
宛
山
部
信
書
簡
(
「
福
岡
県
史
』

四
七
七
頁
()
四
七
八
頁
所

収
〉

よ
り
引
用
o

m

「
福
岡
県
史
』

三

O
九
頁
所
収
書
簡
よ
り
引
用
。

加

坂
田
式
農
業
研
究
会
「
吹
菜
軒
坂
田
寅
治
郎
先
生
建
碑
記
念
品
』

(
昭
和
五
年
四
月
)

に
よ
る
o

m

「
信
泌
殖
産
協
会
雑
誌
』

第
三
号
(
明
治
二

七
年
二

月
)

所
収
記
事
よ
り
引
用
。

側

「
信
濃
毎
日
新
聞
』

明
治
二

七
年
一
一

月
一

七
日
付
記
事、

「
信
濃
殖
産
協
会
雑
誌
』

第
一

二

号



(
明
治
二

七

年
一
一

月
)

二

八

頁
参
照
。

υ

「

信
濃
毎
日

新
聞
』

明
治
二

八
年
二

月
一

日
付
記
事
参
照
。

以

同
前
、

明
治
二

七

年

二
一

月
八
日
付
記
事
参
照
。

ω

同
前
、

明
治
二

八

年
一

月
六
日
付
記
事
参
照
。

心

同
前
、

明
治
二

八

年
四
月
二

日
付
記
事
参
照
。

日

間
前
、

明
治
二

七

年
九
月
二

五
日
付
記
事
参
照
。

ω

坂
田
式
農
業
研
究
会
「
吹
菜
軒
坂
田
寅
治
郎
先
生
建
碑
記
念
品
』

(
昭
和
五

年
四
月
)

に
よ
る
o

m

そ

れ
ぞ
れ
の

地
域
で
は

社
会
文
化
的
で
あ
り
、

経
済
的
で
も
あ
る
「
生
活
規
範
」

が
あ
り
、

そ
れ

は
水
平
的
平
等
的
側
面
と
重

層
的
位
階
的
側
面
を
兼
ね
備
え
て
地
域
秩
序
を
形
成
し
て
い
る
。

個
々

の

農
民
は
そ
れ
に
よ
っ

て

規
制
を
受
け
つ
つ
、

相
互
扶
助
的
に
生

活
を
営
ん
で
い

る
の
で
あ
る
。

そ

れ
ゆ
え
、

通

常
個
々

の

農
民
の
心
性
へ

の
イ
ン
パ

ク
ト
は
、

そ
の
「
生

活
規
範
」

を
通
し
て
与
え
ら

れ
る
。

確
か
に
個
々

の

農
民
が
そ
れ
を
通
さ
ず
に
イ
ン
パ

ク
ト
を
受
け
、

そ
の
心

性
を
変
化
さ
せ

新

た
な

試
み
を
し
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が

普
遍
性
を
持
つ
た
め
に
は
、

「
生
活
規
範
」

を
通
過
し
て
そ

の

規
範
の

中
で
生
活
す
る
農
民
に
語
り
か

け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

「
生

活
規
範
」

が
持
つ

水
平
的
平
等
的
側
面
と
重
層
的
位
階
的
側
面
は
、

互
い
に

対
等
で
な
く
地
域

地
域
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
に
比
重
が
か
か
り
、

両
者
を
極
と
し
て
そ
の

在
り
方
は
多
様
で
あ
ろ
う
。

前
者
に
比
重
が
か
か
っ

た
地
域
で
は
、

合
議
的
な
「
生
活
規
範
」

が
形
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、

後

者
に
比
重
が
か
か
っ

た
地
域
で
は
、

地
主
支
配
的
な
「
生
活
規
範
」

が
形
成
さ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

合
議
的
で
あ
る
か
、

地
主
支
配
的
で

あ
る
か
ど
ち
ら
に
し
て
も
、

「
生
活
規
範
」

に
よ
っ

て
形
成
さ
一

れ
た
地
域
秩
序
の

核
に
は
、

そ
れ
を
体
現
す
る

集
団
な
り
個
人
が

存
在
す
る
。

そ
れ
が

名
望
家
層
で
4phu

 

あ
る
。

初

原
因
の

活
動
が
さ
ら
に
地
元
の
一

般
農
民
に

支
持
を
受
け
、

改
良
作
が

広
が

り
を
見
せ
る
と
き
の
一

彼
ら
の

心
性
の

変
化
に
つ
い

て
は
「
信
濃
毎
日

新
聞
』

(

明
治
二

八

年
一

月
二
三
日
記
事
)

参
照
。

更
級
郡
の

農
民
た
ち
も
、

当
初
は
県
庁
の

改
良
作
導
入
に

対
し
て
「
様
な

事
は

す
る
も
の
か
」

「
百

姓
の

事
は
サ
ウ

学
理
一

方
で
は

甘
く
行
く
も
の
に

非
ず
」

と
懐
疑
的
に
見
て
、

ど
ん
な
も
の
か
お
手

並
み

拝
見
と

高
を
く
く
っ

て
い
た
。

し
か
し
、

実
際
に
巡

回
し
て
き
た

実
業
教
師
は
、

気
づ
い
た
こ

と
が
あ
れ
ば
、

試
作
人
に
話
す
前
に
、

自
ら
田
の

中
に
入
り
水
の

加
減
や
害
虫
を
拾
い
、

田
草
を
取

り
出
す
。

そ
の

有
り
様
を
見
た
他
の

農
民
た
ち
は
一

始
て

其
親
切
に
し
て

実
際
の

教
授
な
る
こ

と
を

悟
り
」
、

次
第
に
心
服
し
て
行
っ

た
と
い

う
の
で
あ
る
。

原
因
で
は
な
い
が
、

農
民
の
心
性
の

変
化
と
い

う
意
味
で
、

実
業
教
師
の

「
服
装
」

に
つ
い

て
触

れ
た

「

信
濃
毎
日
新
聞
』

の
記
事
(

明
治
二
八

年
九
月
一

七
日
付
〉

で
は
、

諏
訪
郡
に
聴
用
さ
れ

た

小

嶋
常
次
郎
が
郡
内
を
巡
回
す
る

折
り
の
服
装
が
筒
袖
の

着
物
で
あ
っ

た
と
い

う
こ

と
か
ら
、

一

般
農
民
の

「

気
受
」

が
非
常
に
ょ
い
と
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の

よ
う
に
実
業
教
師
た
ち
の

質
素
で
親
切
で
か
つ

実
地
に
そ
の

有
効
性
を
示
す
と
い

う
指
導
方

法
に
よ
っ

て
、

地
元
農
民
た
ち
に
「

同
じ
百
姓
」

と
い

う
同
感
・

向
調
意
識
が

醸
し

出
さ
れ
、

農
民

一

人
一

人
の

心

性
に
感
応
し
、

改
良
法
へ

の

関
心
を
呼
び
起
こ
し
、

改
良
法
試
行
へ

の

動
機
づ

け
が

行
わ
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

な
お
、

新
し
い

技
術
を
受
容
す
る
と
き
の

農
民
の
心
性
の

変
化
と
い

う
点
で
、

堀
尾
尚
志
「

新
技
術
の

受
容
と
意
識
の

構
造
」

(
岩
波
講
座
「
現
代
思
想
』

第

三

巻
所

収
、

一

九
九
四

年
七
月
〉

に

学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
か
っ

た
。

ω

「
福
岡
県
史
』

=
二

三

頁
よ
り
引
用
。



ω

『

信
濃
毎
日

新
聞
』

明
治
二

八
年
八
月
四
日
付
記
事
。

以

同
前
、

明
治
二
八

年
六
月
二
一

日
付
記
事
。

以

同
前
、

明
治
二
八

年
九
月
六
日
付
記
事
。

以

北
安
曇
郡
で
は
、

慣
行
と
し
て
刈
敷
肥
料
が
長
い
ま
ま
で
施
用
さ
れ
る
た
め
、

馬
鍬
操
作
上
不
都

(

合
を
き
た
し
て
お
り
、

そ
の

改
良
な
し
に
は
馬
耕
普
及
も
お
ぼ
つ

か
な
い
と
し
て
い
る
(
「
信
濃
殖

産
協
会
雑
誌
』

第
一

九
号
(
明
治
二
八

年
六
月
)

所
収
「
北
安
曇
郡
改
良
米
麦
作
及
馬
耕
伝
習
の

概

況
」

に
よ
る
)
。

ω

「
信
機
毎
日
新
聞
』

明
治
二

七
年
一
一

月
六
日
付
記
事
参
照
。

ω

同
前
、

明
治
二
八

年
六
月
二
一

日

付
記
事
参
照
。

山川

明
治
二

九
年
二

月
九
日
付
記
事
は

次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

(

。
米
麦
の

改
良
作
に
付
て

江
南
の

橘
之
を
江
北
に
移
せ
ば
釈
と
為
る
も
の
、

風
土
気

候
の

異
る
も
の
有
れ
ば
也
、

老
農
林
遠
里
翁
の

改
良
法
、

農
理
に
合
ひ

実
地
に
適
す
、

故

に

福
岡
を
初
め
同
地
方
に
於
て
は
、

噴
々

改
良
増
収
の

効
能
を
称
せ
ら
る
、

然
れ
ど
も、

之
を
我
信
濃
に
試
む
る
に
付
て
は
、

須
ら
く
気
候
の

寒
陪一
、

土
壌
の
肥
椿
等
を
対
査
し
、

適
応
の

創
酌
を
加
へ

ず
ん
ば
、

万
一

に
も
失
敗
無
き
を
期
し
得
ざ
る
可
し
、

該
改
良
法
を

用
ひ
て
以
来
既
に
三

年、

好
果
を
収
め
た
る
所
も
有
れ
ば
、

失
敗
し
た
る
土
地
も
無
き
に

非
ず
、

而
し
て
其
最
も
思
ふ

存
分
な
る
増
収
を
得
た
る
分
は
、

経
験
の

結
果
、

該
改
良
作

の

精
神
を
採
り、

県
下
の

実
地
に
適
す
る
様
に
割
酌
折
衷
し
た
る
改
良
作
に
在
り
と
は
某

改
良
率
先
家
の
談
な
る
が
、

如
何
に
も
左
も
有
る
べ

き
こ
と
〉

思
ふ
、

故
に

吾
人
は
、

各
一

郡
の

農
事
改
良
教
師
諸
君
に
向
ひ
、

徒
に
師
の
法
を
死
守
し
て
杓
子
定
規
に
陥
る
こ
と
無
5

く
、

各
地
方
実
際
の
気
候
風
土
に
応
じ
て
、

該
法
を
加
減
折
衷
し
、

以
て
林
翁
の

精
神
を
川

全
ふ
せ
ん
こ
と
を
望
み
、

作、
王
自
身
も
亦
此
考
を
持
ち
て
熱
心
事
に
当
り
、

改
良
増
収
の
一

凱
歌
を
揚
ぐ
る
に
至
ら
ん
こ
と
を
勧
告
す

の

「
信
濃
毎
日
新
聞
』

明
治
二

九
年
二

月
二
日
付
記
事
に
よ
る
。

山山

「
信
濃
毎
日
新
聞
』

明
治
三

O
年
二

月
二

四
日
付
記
事
よ
り
引
用
。

ω

同
前
、

明
治
=
二

年
三
月
一

九
日
付
記
事
よ
り
引
用
。

叩

同
前
。

印

同
前
o

m

同
前
o

m

同
前
。

ω

「
信
濃
毎
日
新
聞
』

明
治
二

九
年
一

O
月
七
日
付
記
事
に
よ
る
o

m

同
前
、

明
治
二

九
年

二
一

月
一

七
日
付
記
事
に
よ
る
。

叩

「
信
濃
殖
産
協
会
雑
誌
』

第
三
八
号
(
明
治
三

O
年
一

月
)

所
収
記
事
に
よ
る
。

古
川
は
、

そ
の

後
、

明
治
三
一

年
(
一

八
九
八
)

四
月
に
新
潟
県
農
事
試
験
場
技
手
に
転
任
し
て
い
る
(
「
信
濃
毎

日
新
聞
』

明
治
三
一

年
四
月
二

O
日
記
事
に
よ
る
)
。

日

「
信
濃
毎
日
新
聞
』

明
治
=
二

年
三
月
二
七
日
付
記
事
に
よ
る
o

m

同
前
、

明
治
三
二

年
四
月

二
一
日
付
記
事
に
よ
る
。

山

「
信
濃
殖
産
協
会
雑
誌
』

第
一

九
号
(
明
治
二
八
年
六
月
)

所
収
記
事
よ
り
引
用
。

間

同
前
、

第
一

O
号
(

明
治
二

七
年
九
月
)

所
収
「
。
米
作
教
手
名
目
以
外
の

仕
事
」

よ
り
引
用
。

似

五
秋
蚕
飼
育
の

県
下
に
お
け
る
飛
躍
的
な
増
加
に
関
し
て
は
『
長
野
県
史
』

通
史
編
第
七
巻
近
代



(
昭
和
六
三

年
三
月
)

五
六
四
頁
以
降
参
照
。

明
治
二
八
年
四
月
二
六
日
付
記
事
よ
り
引
用
。

同
前
。

同
前
。

同
前
。

同
前
。

同
前
を
参
照
。

『
信
機
毎
日
新
聞
』

明
治
二
七
年
一
一

月
二
五
日
付
記
事
よ
り
引
用
。

「
信
濃
殖
産
協
会
雑
誌
』

第
四
号
(
明
治
二
七
年
三
月
)

所
収
「
復
命
の
あ
ら
ま
し
」

よ
り
引
用
。

「
信
濃
殖
産
協
会
雑
誌
』

第
四
号
(
明
治
二
七
年
三
月
)

所
収
「
馬
耕
伝
習
成
蹟
表
」

お
よ
び

「
下
伊
那
郡
に
於
け
る
馬
耕
伝
習
の
近
況
」

に
よ
る
。

川

「
信
濃
殖
産
協
会
雑
誌
』

第
一

七
号
(
明
治
二
八
年
四
月
)

所
収
「
下
伊
那
郡
馬
耕
競
型
会
」

よ

り
引
用
。

の

同
前
所
収
「
県
下
に
於
け
る
競
型
会
の
苔
矢
」

よ
り
引
用
。

山川

「
信
濃
殖
産
協
会
雑
誌
』

第
四
二
号
(
明
治
三
O
年
六
月
)

よ
り
引
用
。

山川

「
信
濃
殖
産
協
会
雑
誌
』

第
三
号
(
明
治
二
七
年
二
月
)

所
収
「
抱
持
立
型
の
製
造
及
ひ
代
価
」

(

よ
り
引
用
。

間

同
前
第
六
号
(
明
治
二
七
年
五
月
)

所
収
「
持
立
翠
製
作
」

記
事
よ
り
引
用
。

間

「
信
濃
毎
日
新
聞
』

明
治
二
八
年
二
月
二
四
日
付
記
事
よ
り
引
用
。

一

川

肥
後
整
の
地
元
製
造
に
つ
い
て
は
「
大
工
職
数
名
は
該
型
製
作
に
熱
心
し
、

追
々
熊
本
製
の
も
の
6

(

と
問
機
な
る
も
の
を
製
作
し
得
る
の
見
込
な
き
に
あ
ら
ず
と
の
報
あ
り
」

(
「
信
濃
殖
産
協
会
雑
誌
同

第
四
号
(
明
治
二
七
年
三
月
〉

所
収
「
下
伊
那
郡
に
於
け
る
馬
耕
伝
習
の
近
況
」

よ
り
引
用
)

と
記
一

さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
詳
細
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

間

飯
沼
二
郎
・

堀
尾
尚
志
「
農
目一(
』

こ

九
七
六
年
一

O
月、

法
政
大
学
出
版
会
)
、

第
五
章
「
ふ

た
た
び
型
の
時
代
」

参
照
。

間

「
松
山
原
造
翁
評
伝
』

(
昭
和
二
九
年
六
月
〉

参
照
o

m

同
前
参
照
。

山

「
信
濃
毎
日
新
聞
』

明
治
三
四
年
四
月
七
日
付
記
事
に
よ
る
o

m

前
掲
「
松
山
原
造
翁
評
伝
』

参
照
。

幻

同
前、

参
照
o

M

市
川
健
夫
「
高
冷
地
の
地
理
学
』

(
令
文
社、

一

九
六
六
年
)

第
二
部
「
長
野
県
に
お
け
る
畜
産

業
と
そ
の
発
達
」

第
六
章
「
農
業
に
お
け
る
畜
力
の
利
用
」

参
照
。

お

同
前、

三
七
八
頁
参
照
。

MW

同
前
、

二
八
三
頁
参
照
。

問

同
前、

二
八
四
頁
j
二
八
五
頁
参
照
。

全
国
に
お
け
る
牛
馬
貸
借
制
度
に
つ
い
て
は
岡
光
夫
「
近

代
農
法
の
展
開
l
乾
田
化
と
役
畜
の
調
達
法
l
」

(
近
刊
予
定
)

を
参
照
。

仰

向
前、

三
七
六
頁
参
照
。

(70)(69)(68)(67)(66)(65)(64)(63)(62) 


